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平成2 1年度
一般会計歳入歳出状況
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予算額

133,729

1,282,777

2,423,971

1,511,894

15,679

179,434

157,887

820,762

531,782

1,290,843

8,890

2,508,327

353,674

4,998

11,224,647

収入済額

3,206,282

121,594

14,898

4,807

2,394

259,931

134,451

36,071

41,051

3,370,061

4,732

103,945

122,669

520,757

256,492

19,554

150

30,091

354,948

95,279

429,900

9,130,057

科　　　　　目

市 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

計

科　　　　　目

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

計

●歳　入 （Ｈ22.3.31現在　単位：千円）

●歳　出 （Ｈ22.3.31現在　単位：千円）

市市
のの
台台
所所
事事
情情

こ
の
「
財
政
公
表
」
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
市
の
予
算
執
行

状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
毎
年
2
回（
7
月
・
12
月
）定
期
的

に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
今
回
は
、
平
成
21
年
度
下
期
の
一
般

会
計
・
特
別
会
計
と
、
平
成
21
年
度
の
病
院
事
業
会
計
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
な
お
、
市
の
会
計（
病
院
事
業
会
計
を
除
く
）で
は
、

平
成
21
年
度
出
納
整
理
期
間
（
平
成
22
年
4
月
1
日
〜
5
月
31
日
）

が
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
今
回
公
表
す
る
額
は
決
算
額
と
は
異

な
り
、
収
入
率
、
支
出
率
が
低
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

支出済額

131,285

1,076,374

1,433,793

1,274,734

14,282

131,949

133,979

392,258

513,915

1,152,826

0

2,508,326

10,000

0

8,773,721

支出率（％）

98.2

83.9

59.2

84.3

91.1

73.5

84.9

47.8

96.6

89.3

0.0

100.0

2.8

0.0

78.2

予 算 額

3,387,594

121,594

14,898

4,807

2,394

259,931

134,450

36,072

41,051

3,370,061

4,732

143,437

131,044

991,583

642,131

18,885

550

267,705

354,947

136,901

1,159,700

11,224,467

収入率（％）

94.6

100.0

100.0

100.0

100.0 

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

72.5

93.6

52.5

39.9

103.5

27.3

11.2

100.0

69.6

37.1

81.3

平平
成成
2211
度度
下下
期期
財財
政政
公公
表表を

お
知
ら
せ
し
ま
す解体の始まった市民会館の様子



建 物

120,023
3,967
―

123,990

土 地

538,554
168,722
214,304
921,580

3 広報うえのはら　平成22年7月号　　　　　

区　　　　　　分

1 普 通 債

（1）総 務 債
（2）民 生 債
（3）衛 生 債
（4）農 林 水 産 業 債
（5）商 工 債
（6）土 木 債
（7）消 防 債
（8）教 育 債
2 災 害 復 旧 事 業 債

（1）災 害 復 旧 事 業 債
3 そ の 他

（1）減 収 補 て ん 債
（2）減 税 補 て ん 債
（3）臨 時 税 収 補 て ん 債
（4）臨 時 財 政 対 策 債
（5）合 併 特 例 債

計

科　　目

市 民 税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税

計

●市債目的別現在高　（Ｈ22.3.31現在　単位：千円）

●住民負担の状況　 （Ｈ22.3.31現在）

区 分

行 政 財 産
普 通 財 産
土 地 開 発 基 金

計

●市有財産の状況　　（Ｈ22.3.31現在　単位：m2）

会計別

国民健康保険

（事業勘定）
国民健康保険

（直営診療）

老 人 保 健
後期高齢者医療
介 護 保 険
介護サービス
公共下水道
簡 易 水 道
教育奨励資金
財 産 区
小金沢土室

財産保護組合

計

収入率
（％）

77.0

55.1

95.6
52.2
77.2
97.3
23.2
41.4
91.6
101.2

100.2

69.7

支出済額

2,675,585

800

865
431,797
1,571,661
5,783

607,563
99,316

0
24,126

10

5,417,506

●特別会計歳入歳出状況（Ｈ22.3.31現在　単位：千円）

◎総務費
・衆議院議員選挙
・生活バス路線維持費助成事業
・上野原市民会館解体設計業務委託料
◎民生費
・上野原市立上野原第一保育所公共下水道接続工事
・後期高齢者医療広域連合負担金
◎衛生費
・ごみ焼却施設（計装機器）修繕事業
・東部地域広域水道整備事業
・上野原市葬斎場火葬炉耐火物全面積替および炉圧ダ
ンパー交換等修繕
◎農林水産業費
・田和治山維持工事
・山梨県営生活関連林道開設事業負担金
・相模川上流水源林整備事業

1人あたり

51,801円
59,539円
1,717円
5,490円

118,547円

※世帯数　9,958世帯　住民基本台帳登載人口　26,923人

1世帯あたり

140,051円
160,974円
4,641円
14,843円
320,509円

●問い合わせ 企画課財政担当（蕁62－3118）

現 在 高

7,853,554
3,040,476

0
356,764
423,653

0
2,930,482
95,344

1,006,835
48,066
48,066

6,831,455
0

676,076
92,760

2,520,362
3,542,257
14,733,075

予算額

2,949,896

1,690

19,764
446,982
1,749,454
11,577
699,549
126,635
2,723

274,341

2,862

6,285,473

収入済額

2,270,923

932

18,896
233,507
1,350,733
11,269
162,092
52,386
2,493

277,513

2,867

4,383,611

支出率
（％）

90.7

47.3

4.4
96.6
89.8
50.0
86.9
78.4
0.0
8.8

0.3

86.2

収入済額（千円）

1,394,633
1,602,978
46,215
147,806

3,191,632

◎商工費
・八重山周辺整備事業
・緑と太陽の丘キャンプ場管理棟修繕
◎土木費
・市道一古沢安寺沢線道路改良工事
・市道和見線道路改良工事
・市道大倉小倉線道路改良工事
・市道田和腰掛線道路改良舗装工事
・市道コモアループ線歩道改修工事
・市道大野犬目線法面改修工事
◎教育費
・上野原市立上野原小学校耐震補強および大規模改造
実施設計業務
・旧西原中学校改修工事
・上野原の大ケヤキ天然記念物再生事業業務委託料
・四方津公民館トイレ等改修工事

平成平成2121年度下期の主な事年度下期の主な事業業（（一般会計一般会計））
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病

院

事

業

会

計

平
成
21
年
4
月
1
日
〜
平
成
22
年
3
月
31
日
の
1
年
間
の
入
院
患
者

は
、
延
べ
1
万
9
5
0
7
人（
1
日
平
均
54
人
）で
、
前
年
度
と
比
べ
る

と
3
2
0
人
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
外
来
患
者
も
、
年
間
延
べ
8
万

2
5
7
1
人（
1
日
平
均
2
8
2
人
）で
、
前
年
度
と
比
べ
て
4
3
0
2

人
増
加
し
ま
し
た
。
経
理
の
状
況
は
、
病
院
事
業
会
計
の
収
支
で
、
総

収
益
が
、
3
億
9
7
1
6
万
8
千
円
、
総
費
用
が
3
億
9
1
0
6
万
9

千
円
と
な
り
、
6
0
9
万
9
千
円
の
純
利
益
で
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

病
院
対
策
課
病
院
事
業
担
当（
蕁
62
―

3
1
3
6
）

科 目

1 医業収益（A）
（1）入院収益
（2）外来収益
（3）その他医業収益
2 医業費用（B）
（1）給与費
（2）材料費
（3）経費
（4）その他医業費用
※医業利益（A）－（B）
3 医業外収益（Ｃ）
（1）受取利息配当金
（2）他会計補助金
（3）他会計負担金
（4）患者外給食収益
（5）その他医業外収益
4 医業外費用（Ｄ）
（1）支払利息及び企業債取扱諸費
（2）その他医業外費用
経常利益（A＋Ｃ）－（B＋Ｄ）

5 特別利益
6 特別損失
※当年度純利益
7  前年度繰越利益剰余金
※当年度未処分利益剰余金

病院事業損益計算書
（Ｈ21.4.1～22.3.31 単位：千円）

病院事業貸借対照表
（Ｈ22.3.31現在　単位：千円）

科 目

1 固定資産（1）＋（2）＋（3）
（1）有形固定資産（ｱ＋ｲ－ｳ）
ア土地
イ償却資産
ウ減価償却累計額

（2）無形固定資産（ｱ＋ｲ）
ア借地権
イ電話加入権

（3）投資
2 流動資産（1）＋（2）＋（3）＋（4）
（1）現金及び預金
（2）未収金
（3）貯蔵品
（4）前払金
3 繰延資産
資産合計（1＋2＋3）
4 固定負債（1）
（1）引当金
5 流動負債（1）＋（2）
（1）未払金
（2）預り金

負債合計（4＋5）
6 資本金（1）＋（2）
（1）自己資本金
（2）借入資本金
7 剰余金（1）＋（2）
（1）資本剰余金（ｱ＋ｲ）
ア国・県補助金
イその他

（2）利益剰余金（ｱ＋ｲ＋ｳ）
ア減債積立金
イ利益積立金
ウ当年度未処分利益剰余金

資本合計（6＋7）
負債・資本合計

金 額

663,697
464,567
1,500

2,080,358
1,617,291
10,230
8,929
1,301

188,900
832,966
805,611
27,355

0
0

7,057
1,503,720

0
0

22,325
21,953
372

22,325
2,187,679
2,139,237
48,442

△706,284
241,605
229,055
12,550

△947,889
8,100

0
△955,989
1,481,395
1,503,720

金 額

140,241
0
0

140,241
375,216

0
0

319,060
56,156

△234,975
256,770
1,060

0
230,708

0
25,002
15,427
604

14,823
6,368
157
426
6,099

△962,088
△955,989
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上野原駅周辺整備基本構想を上野原駅周辺整備基本構想を
策定しました策定しました

《
上
野
原
駅
周
辺
整
備
基
本
構
想
》

市
で
は
、
こ
の
た
び
「
上
野
原
駅
周
辺
整
備
基
本
構
想
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

こ
の
「
上
野
原
駅
周
辺
整
備
基
本
構
想
」
は
、
地
区
住
民
や
駅

利
用
者
を
は
じ
め
、
市
民
、
来
訪
者
等
が
魅
力
を
感
じ
る
、
市
の

玄
関
口
の
創
造
を
図
る
た
め
の
上
野
原
駅
周
辺
整
備
の
指
針
と
な

る
も
の
で
す
。

基
本
構
想
の
内
容
は
、
上
野
原
駅
周
辺
地
区
の
現
状
や
課
題
、

将
来
の
目
標
、
整
備
の
基
本
的
な
方
針
や
進
め
方
か
ら
構
成
さ
れ

て
お
り
、
駅
周
辺
整
備
の
将
来
像
を
「
桂
川
を
の
ぞ
む
景
観
の
中

で
、
人
の
賑
わ
い
や
温
か
み
を
感
じ
る
ま
ち
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

《
基
本
構
想
の
策
定
作
業
に
あ
た
っ
て
》

上
野
原
駅
周
辺
整
備
検
討
委
員
会
に
お
い

て
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
関
係
機
関
調

査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
約
6
カ
月
に
わ
た
る

検
討
と
協
議
が
行
わ
れ
、
平
成
22
年
5
月
25

日
に
は
、
基
本
構
想
案
が
市
長
に
提
言
さ
れ

ま
し
た
。

基
本
構
想
策
定
ま
で
に
は
、
広
く
市
民
の

ご
意
見
を
求
め
る
た
め
、
素
案
の
段
階
で
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
募
集
も
行
い
ま

し
た
。

ま
た
、
市
職
員
で
構
成
す
る
上
野
原
駅
周

辺
整
備
庁
内
委
員
会
を
並
行
し
て
開
催
し
、

検
討
委
員
会
と
の
調
整
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。今

後
は
、
市
民
、
地
区
住
民
、
事
業
者
等

と
の
協
働
の
も
と
に
、
こ
の
基
本
構
想
に
基

づ
い
て
よ
り
具
体
化
に
向
け
た
基
本
計
画
の

策
定
等
の
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

《
上
野
原
駅
周
辺
整
備
検
討
委
員
会
》

平
成
21
年
12
月
に
市
議
会
代
表
者
、
公
共

交
通
機
関
関
係
者
、
識
見
者
、
地
元
関
係
者
、

一
般
公
募
等
25
名
で
構
成
す
る
上
野
原
駅
周

辺
整
備
検
討
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

任
期
は
2
年
で
、
本
年
度
は
、
上
野
原
駅

周
辺
整
備
基
本
計
画
の
策
定
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

■
基
本
構
想
の
閲
覧

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
秋
山
支
所
、
各
出

張
所
、
駅
周
辺
整
備
推
進
課
で
閲
覧
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲市長に基本構想案が提言された様子

飯島勤委員長（中央）と和田正人副委員長（左）

●
問
い
合
わ
せ

駅
周
辺
整
備
推
進
課
（
蕁
62
―

3
1
9
1
）

駅周辺の風景

▼駅南口の風景



8月からは
新しい保険証で
受診してください
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基
準
収
入
額
申
請

住
民
税
課
税
所
得
金
額
が
145
万
円
以
上
の

被
保
険
者
が
い
る
世
帯
は
、
被
保
険
者
の
窓

口
負
担
の
割
合
が
3
割
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
一
定
基
準
額
以
下
で
あ
る
場
合

に
は
、
申
請
に
よ
り
1
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
先

市
民
課
国
保
年
金
担
当

●
必
要
書
類

確
定
申
告
書
や
源
泉
徴
収
票
の
写
し
な

ど
、
所
得
状
況
の
わ
か
る
も
の

※
該
当
者
に
は
勧
奨
通
知
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
る
期
限
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
に
関
す
る
こ
と

7
月
1
日
ま
で
に
資
格
を
取
得
さ
れ
て
い

る
方
の
平
成
22
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
は
7
月
に
決
定
し
、
納
入
通
知
書
を
7
月

16
日
に
発
送
し
ま
す
。

7
月
2
日
以
降
に
資
格
を
取
得
し
た
被
保

険
者
の
方
へ
は
、
取
得
月
の
翌
月
に
納
入
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。

《
保
険
料
の
納
付
方
法
》

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
原
則
、「
年

金
か
ら
の
天
引
き
」
と
な
り
ま
す
が
、
次
の

年
金
か
ら
の
天
引
き
の
方
は
、
口
座

振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

お
知
ら
せ 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
と
同
じ
く

8
月
1
日
か
ら
新
し
い
認
定
証
と
な
り
ま

す
。

※
前
年
度
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
引
き

続
き
適
用
要
件
に
該
当
す
る
方
に
つ
い
て

は
、
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

が
職
権
で
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、
納
付
書
・
口

座
振
替
で
の
納
付
と
な
り
ま
す
。

①
年
金
の
受
給
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の
方

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護
保
険
料

の
合
計
額
が
年
金
受
給
額
の
2
分
の
1
を

超
え
る
方

●
手
続
方
法

金
融
機
関
で
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

口
座
振
替
を
申
込
み
、
そ
の
際
に
受
け
取

る
「
納
入
者
控
」
と
印
鑑
を
お
持
ち
に
な

り
、
市
役
所
税
務
課
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

《
注
意
点
》

世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
か
ら
の
口
座
振
替

に
変
更
し
た
場
合
、
そ
の
社
会
保
険
料
控

除
は
、
口
座
振
替
に
よ
り
支
払
っ
た
方
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
世
帯
全
体
の
所
得
税
額
や

住
民
税
額
が
少
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

10
月
の
年
金
か
ら
の
天
引
き
分
か
ら
口
座

振
替
に
変
更
す
る
場
合
は
、
8
月
2
日（
月
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度 
後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

お
知
ら
せ 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

お
知
ら
せ 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

7 5
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
ヘ
お
知
ら
せ

 
現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険
者
証
（
薄
茶

色
）の
有
効
期
限
は
、
平
成
22
年
7
月
31
日

ま
で
で
す
。
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、

7
月
下
旬
に
新
し
い
被
保
険
者
証
（
薄
緑
青

色
）を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
の
で
、
8

月
1
日
以
降
は
、
新
し
い
被
保
険
者
証
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

《
現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険
者
証
は
？
》

8
月
に
な
っ
た
ら
、
は
さ
み
で
切
る
な
ど

廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

《
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納
し
て
い

な
い
方
は
？
》

有
効
期
限
が
短
い
も
の
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

ま
で
に
税
務
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
軽
減
措
置

平
成
22
年
度
は
、
従
来
の
保
険
料
軽
減
措

置（
均
等
割
の
7
割
、
5
割
ま
た
は
2
割
軽

減
措
置
）に
加
え
、
次
の
軽
減
措
置
を
行
い

ま
す
。

①
世
帯
内
の
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
全
員
」
と
「
世
帯
主
」
の
所
得
金

額
の
合
計
額
が
33
万
円
以
下
の
方

・
本
来
は
均
等
割
が
７
割
軽
減
で
す
が
、
平

成
22
年
度
は
8.5
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

②
①
の
方
の
う
ち
、
世
帯
内
の
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
全
員
」
が
、
年

金
年
収
80
万
円
以
下
で
、
他
の
所
得
が
な

い（
給
与
収
入
等
が
あ
る
場
合
で
も
、
控

除
後
の
所
得
が
０
円
で
あ
る
場
合
）世
帯

・
平
成
22
年
度
か
ら
均
等
割
が
9
割
軽
減
さ

れ
ま
す
。

③
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
直
前

は
「
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
」

で
あ
っ
た
方

・
平
成
22
年
度
は
均
等
割
が
9
割
軽
減
さ
れ

ま
す
。

④
年
金
収
入
が
153
万
円
以
上
211
万
円
以
下
の

方（
給
与
収
入
等
が
あ
る
場
合
で
も
、
控

除
後
の
所
得
が
91
万
円
以
下
で
あ
る
場

合
）

・
所
得
割
が
5
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

・
資
格
、
給
付
に
関
す
る
こ
と
は

市
民
課
国
保
年
金
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
2
）

・
保
険
料
に
関
す
る
こ
と
は

税
務
課
課
税
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
3
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

お
知
ら
せ 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証 

の
切
り
替
え
時
期
で
す
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国民年金保険料国民年金保険料

免除・猶予制度を

ご存じですか

※
平
成
19
年
度
分
以
前
の
保
険
料
に
加
算

額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
、
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
が
加
入
す

る
制
度
で
す
。
保
険
料
の
納
付
を
続
け
る
こ
と
で
、
老
後
の
生
活
保
障
で
あ
る
老
齢
基
礎
年
金

だ
け
で
な
く
、
障
害
基
礎
年
金
や
、
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
る
制
度
で
す
。

経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
（
月
額
1
万
5
1
0
0
円
）を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
を
免
除
・
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
平
成
22
年
度
分

（
平
成
22
年
7
月
分
か
ら
平
成
23
年
6
月
分
ま
で
）
の
免
除
等
を
希
望
す
る
方
は
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
21
年
度
分
（
平
成
21
年
7
月
分
か
ら
平
成
22
年
6
月
分
ま
で
）
の
申
請
は
、
7

月
末
ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

年　　度

平成12年度の月分
平成13年度の月分
平成14年度の月分
平成15年度の月分
平成16年度の月分
平成17年度の月分
平成18年度の月分
平成19年度の月分

○免除の承認を受けた年度の保険料を平成22年度に追納する場合の額

全額免除

15,770円
15,180円
14,590円
14,360円
14,180円
14,220円
14,260円
14,300円

当時の保険料

13,300円
13,300円
13,300円
13,300円
13,300円
13,580円
13,860円
14,100円

半額免除

－
－

7,300円
7,180円
7,090円
7,110円
7,130円
7,150円

当時の保険料
（半額）
－
－

6,650円
6,650円
6,650円
6,790円
6,930円
7,050円

※
平
成
20
年
度
お
よ
び
平
成
21
年
度
の
追

納
額
に
は
加
算
が
つ
き
ま
せ
ん
。

☆
保
険
料
免
除
制
度

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
は
、
前
年
の
所

得
に
応
じ
て
4
段
階
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
老

齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
受
給
資
格
期

間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
将
来
受
取
る
年
金
額

は
免
除
の
種
類
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
全
額
免
除

●
4
分
の
1
納
付（
保
険
料
月
額
3
7
8
0

●
問
い
合
わ
せ

・
日
本
年
金
機
構
大
月
年
金
事
務
所

（
蕁
22
―

3
8
1
1
）
・
市
民
課
国
保
年
金

担
当（
蕁
62
―

3
1
1
2
）

円
）

●
2
分
の
1
納
付（
保
険
料
月
額
7
5
5
0

円
）

●
4
分
の
3
納
付（
保
険
料
月
額
1
万
1
3

3
0
円
）

※
一
部
納
付
は
、
納
付
す
べ
き
保
険
料
を
納

付
し
な
か
っ
た
場
合
、
未
納
と
同
じ
扱
い

と
な
り
ま
す
。

■
免
除
判
定
基
準

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
各
々
が
所
得

基
準
額
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と

《
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
》

30
歳
未
満
の
方
は
、
本
人
と
配
偶
者
の
所

得
審
査
で
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

猶
予
制
度
で
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
額
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
老
齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
・
遺

族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ

れ
ま
す
。

《
追
納
制
度
》

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
の
承
認
を
受
け
た

期
間
は
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く

な
り
ま
す
。
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

免
除
等
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度

か
ら
起
算
し
て
3
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る

場
合（
平
成
19
年
度
以
前
分
を
納
付
す
る
場

合
）は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
し
た
期

間
に
応
じ
て
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の

で
、
早
め
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す（
下
表

参
照
）。

《
退
職（
失
業
）の
特
例
》

申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
退
職
し

た
方
は
、
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
者
証
や
離

職
票
等
の
公
的
機
関
の
証
明
を
添
付
す
れ

ば
、
そ
の
方
の
所
得
審
査
が
不
要
と
な
り
ま

す
。

《
申
請
手
続
き
》

市
民
課
国
保
年
金
担
当
、
秋
山
支
所
ま
た

は
各
出
張
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
持
ち
物

印
鑑
・
年
金
手
帳

※
代
理
に
よ
る
申
請
の
場
合
は
、
委
任
状
、

代
理
人
の
免
許
証
・
保
険
証
等
も
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
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乳
が
ん
自
己
検
診
法
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当

父
子
家
庭
の
み
な
さ
ん
に
も

児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

④
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
子

ど
も

⑤
そ
の
他
（
母
が
１
年
以
上
遺
棄

し
て
い
る
子
ど
も
、
母
が
１
年

以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
子
ど

も
、
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い

で
懐
胎
し
た
子
ど
も
な
ど
）

●
手
当
額
（
月
額
）

受
給
資
格
者
（
ひ
と
り
親
家
庭

の
父
や
母
な
ど
）
が
監
護
・
養
育

す
る
子
ど
も
の
数
や
受
給
資
格
者

の
所
得
等
に
よ
り
決
定

《
児
童
１
人
の
場
合
》

全
部
支
給
　
4
1
7
2
0
円
、

一
部
支
給
　
4
1
7
1
0
円
〜

9
8
5
0
円

《
児
童
2
人
以
上
の
加
算
額
》

2
人
目
5
0
0
0
円
、
3
人
目

以
降
1
人
に
つ
き
3
0
0
0
円

●
申
請
時
期

《
既
に
父
子
家
庭
と
し
て
の
受
給

要
件
に
該
当
し
て
い
る
方
》

8
月
1
日
よ
り
前
で
も
申
請
が

で
き
ま
す
。

《
7
月
31
日
ま
で
に
支
給
要
件
に

該
当
し
て
い
る
方
》

11
月
30
日
ま
で
に
申
請
す
れ

ば
、「
8
月
分
」
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。

《
8
月
1
日
以
降
11
月
30
日
ま
で

に
支
給
要
件
に
該
当
し
た
方
》

11
月
30
日
ま
で
に
申
請
す
れ

ば
、「
要
件
に
該
当
し
た
日
の
翌

月
分
」
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
8
月
〜
11
月
分
が
支
給
さ
れ
る

の
は
12
月
で
す
。

※
11
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
、「
申

請
の
翌
月
分
」
か
ら
の
支
給
に

な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
の
う
え
、
お
早
め
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
方
法

福
祉
課
に
備
え
付
け
の
児
童
扶

養
手
当
認
定
請
求
書
お
よ
び
必
要

書
類
が
必
要
で
す
の
で
、
詳
し
く

は
子
育
て
支
援
担
当
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

《
児
童
扶
養
手
当
と
は
》

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
ま
た

は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
子
ど
も
が
育
成
さ
れ
る
家
庭

（
ひ
と
り
親
家
庭
）
の
生
活
の
安

定
と
自
立
の
促
進
に
寄
与
し
、
子

ど
も
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。

●
父
子
家
庭
の
支
給
要
件

次
の
①
〜
⑤
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
子
ど
も
で
、
父
が
そ
の
子

ど
も
を
監
護
し
、
か
つ
、
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
る
場
合

①
父
母
が
婚
姻
解
消
し
た
子
ど
も

②
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

③
母
が
一
定
程
度
の
障
害
の
状
態

に
あ
る
子
ど
も

ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
自
立

を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
22
年
8

月
1
日
か
ら
父
子
家
庭
の
父
に
も

児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

乳
が
ん
は
自
分
で
調
べ
る
こ
と

が
で
き
る
が
ん
で
す
。
早
く
発
見

す
る
こ
と
で
、
治
る
確
率
も
高
く

な
り
ま
す
。

●
自
己
検
診
の
方
法

乳
が
ん
は
乳
房
の
中
に
固
く
て

痛
み
の
な
い
小
さ
な
し
こ
り
が
で

き
ま
す
。
毎
月
、
月
経
終
了
の
一

週
間
後
ぐ
ら
い
、
ま
た
閉
経
を
迎

え
た
方
は
毎
月
日
を
決
め
て
次
の

自
己
検
診
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

《
チ
ェ
ッ
ク
１
》

入
浴
時
に
鏡
に
向
か
い
ま
す
。

①
両
腕
を
下
げ
た
ま
ま
、
左
右
の

乳
房
や
乳
首
の
形
を
覚
え
て
お

き
ま
す
。

②
両
腕
を
上
げ
、
乳
房
に
く
ぼ
み

が
な
い
か
、
ひ
き
つ
れ
た
と
こ

ろ
は
な
い
か
調
べ
ま
す
。
ま
た
、

乳
頭
が
へ
こ
ん
だ
り
、
た
だ
れ

た
り
、
か
さ
ぶ
た
に
な
っ
て
い

な
い
か
調
べ
ま
す
。

《
チ
ェ
ッ
ク
２
》

就
寝
前
に
仰
向
け
に
寝
て
、
乳

房
や
、
わ
き
の
下
の
リ
ン
パ
節
を

触
り
ま
す
。

①
乳
房
の
内
側
を
調
べ
る
と
き
は

腕
を
頭
の
後
ろ
に
上
げ
、
指
の

腹
を
使
っ
て
、
ま
ん
べ
ん
な
く

触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

②
外
側
半
分
を
調
べ
る
と
き
は
腕

を
自
然
の
位
置
に
下
げ
、
指
の

腹
で
同
じ
よ
う
に
触
れ
て
み
ま

し
ょ
う
。
指
で
つ
ま
む
の
で
は

な
く
、
丁
寧
に
お
さ
え
る
よ
う

に
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
乳

房
を
指
先
で
つ
ま
む
よ
う
に
調

べ
る
と
異
常
が
な
く
て
も
、
し

こ
り
の
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
の
で
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

《
チ
ェ
ッ
ク
３
》

乳
頭
か
ら
血
液
の
混
じ
っ
た
よ

う
な
分
泌
物
が
な
い
か
ど
う
か
も

調
べ
て
く
だ
さ
い
。

な
か
な
か
こ
こ
ま
で
実
践
で
き

な
い
と
い
う
方
は
、
入
浴
中
に
石

鹸
で
す
べ
り
や
す
く
な
っ
て
い
る

乳
房
を
、
乳
頭
を
中
心
に
円
を
描

く
よ
う
に
し
て
指
の
腹
で
触
れ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

《
乳
が
ん
検
診
も

受
け
ま
し
ょ
う
》

市
で
は
集
団
検
診
や
婦
人
科
検

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保

健
担
当
（
蕁
62
│

4
1
3
4
）
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平
成
22
年
3
月

ま
で
児
童
手
当
を

受
け
て
い
る
方
は

現
況
届
の
提
出
が

必
要
で
す
。

現
況
届
の
提
出

「
現
況
届
」
は
、
毎
年
6
月
1

日
に
お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
子

ど
も
手
当
等
を
引
き
続
き
受
け
る

要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
た
め
の
大
切
な
書
類
で
す
。
こ

の
届
を
提
出
し
な
い
と
、
引
き
続

い
て
受
給
で
き
る
資
格
が
あ
っ
て

も
6
月
分
以
降
の
手
当
の
支
給
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
現
況
届
」
は
、
平
成
22
年
3

月
ま
で
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
る
家
庭
に
6
月
期
の
支
払
通

知
書
と
一
緒
に
郵
送
し
て
あ
り

ま
す
。

※
5
月
31
日
ま
で
に
受
給
資
格
を

喪
失
し
た
方
や
、
4
・
5
月
中

に
認
定
請
求
を
し
た
方
は
「
現

況
届
」
の
提
出
は
不
要
で
す
。

《
注
意
事
項
》

・
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方

は
、
受
給
者
の「
健
康
保
険
被

保
険
者
証
の
写
し
」
ま
た
は

「
年
金
加
入
証
明
書
」を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

・
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出

し
て
い
た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま

す
。

子
ど
も
手
当
を
受
け
る
に
は

申
請
が
必
要
で
す

●
支
給
対
象
者

15
歳
到
達
後
の
最
初
の
3
月
31

日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童（
中

学
校
修
了
前
の
児
童
）を
養
育

し
て
い
る
方

※
出
生
や
転
入
等
に
よ
り
新
た
に

受
給
資
格
が
生
じ
た
場
合
は

「
認
定
請
求
」や「
額
改
定
認
定

請
求
」等
の
申
請（
公
務
員
の
場

合
は
勤
務
先
へ
申
請
）が
必
要

と
な
り
ま
す
。
こ
の
手
続
き
が

遅
れ
る
と
遅
れ
た
月
分
の
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ま
だ
申
請
を
し
て
い
な
い

方
は
速
や
か
に
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

●
支
給
額（
月
額
）

1
万
3
千
円

●
支
払
時
期

原
則
、
毎
年
2
月
、
6
月
、
10

月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

●
必
要
書
類

受
給
者
の
「
健
康
保
険
被
保
険

者
証
の
写
し
」
ま
た
は
「
年
金

加
入
証
明
書
」

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

対象年齢（生年月日）

子
宮
頸
が
ん

検
　
　
　
診

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事

業
は
、市
が
実
施
す
る
が
ん
検
診

等
に
お
い
て
次
の
表
の
年
齢
に
達

し
た
女
性
に
対
し
、子
宮
頸
が
ん

検
診
お
よ
び
乳
が
ん
検
診
の
受
診

促
進
に
よ
る
が
ん
の
早
期
発
見

と
、
正
し
い
健
康
意
識
の
普
及
啓

発
お
よ
び
健
康
の
保
持
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
い
ま

す
。

●
対
象
者

平
成
22
年
4
月
20
日

現
在
で
市
に
住
民
登
録
さ
れ
、

平
成
22
年
4
月
1
日
現
在
の
年

齢
が
上
記
対
象
年
齢
の
方

●
事
業
の
内
容

①
検
診
費
用
が
無
料
と
な
る
「
が

ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
の

配
布

②
検
診
手
帳
の
配
布

※
対
象
者
に
は
7
月
上
旬
ま
で
に

検
診
手
帳
、
ク
ー
ポ
ン
券
、
受

診
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

●
検
診
機
関

こ
の
事
業
は
健
康

増
進
法
に
基
づ
き
市
が
行
う
が

ん
検
診
と
、
委
託
医
療
機
関
で

の
検
診
が
対
象
で
す
。

※
職
場
で
検
診
を
受
け
た
方
に
つ

い
て
は
補
助
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保

健
担
当（
蕁
62
―

4
1
3
4
）

20歳（平成元年4月2日～平成 2 年4月1日生）
25歳（昭和59年4月2日～昭和60年4月1日生）
30歳（昭和54年4月2日～昭和55年4月1日生）
35歳（昭和49年4月2日～昭和50年4月1日生）
40歳（昭和44年4月2日～昭和45年4月1日生）
40歳（昭和44年4月2日～昭和45年4月1日生）
45歳（昭和39年4月2日～昭和40年4月1日生）
50歳（昭和34年4月2日～昭和35年4月1日生）
55歳（昭和29年4月2日～昭和30年4月1日生）
60歳（昭和24年4月2日～昭和25年4月1日生）

乳
が
ん
検
診

女女
性性
特特
有有
のの
がが
んん
検検
診診
推推
進進
事事
業業

検診名

子ども手当子ども手当
現況届をお忘れなく現況届をお忘れなく

▲子ども手当現況届
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上
野
原
小
学
校
前
庭
に
あ
る
大
ケ
ヤ
キ
は
、
近
年
樹
勢
が
衰
え
、
主
幹
が
朽
ち
て
支
柱
に
支

え
ら
れ
る
な
ど
痛
々
し
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
樹
勢
回
復
事
業
は
昭
和
56
年
と

平
成
6
年
〜
7
年
に
次
ぐ
3
度
目
の
大
工
事
で
、
国
・
県
・
市
に
よ
る
検
討
委
員
会
を
組
織
し

て
平
成
18
年
か
ら
4
年
に
わ
た
り
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
事
業
が
終
了
し
ま
し
た
の

で
概
要
や
成
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
詳
細
は
市
立
図
書
館
に
あ
る
「
上
野
原
の
大
ケ

ヤ
キ
再
生
事
業
報
告
書
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
事
業
の
概
要
と
成
果
》

樹
勢
回
復
方
針
に
基
づ
く
諸
工
事
や
根
系

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
地
下
2.5
ｍ
ま
で
の
試

掘
調
査
で
、
大
ケ
ヤ
キ
は
表
層
か
ら
地
下
2

ｍ
ま
で
に
密
生
し
た
二
次
根
も
し
く
は
三
次

根
で
維
持
さ
れ
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
た

た
め
、
こ
の
範
囲
の
根
を
大
事
に
し
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
側
で
は
根
の
生
育
が

鈍
く
、
主
幹
や
大
枝
は
腐
朽
が
進
ん
で
傷
み

が
目
立
ち
ま
し
た
。
一
方
、
樹
幹
開
口
部
の

内
側
に
は
若
い
不
定
根
が
数
本
発
生
し
今
後

の
成
長
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
不
定
根

の
保
護
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

《
衰
退
の
原
因
》

風
や
落
雷
で
木
が
損
傷
し
た
こ
と
、
小
学

校
造
成
時
の
埋
め
立
て
や
周
辺
整
備
に
よ
る

土
壌
の
悪
化
で
根
の
成
長
を
妨
げ
た
こ
と
、

一
時
期
に
樹
幹
開
口
部
に
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ

が
捨
て
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
様
々
な
要
因
が

積
み
重
な
っ
て
大
ケ
ヤ
キ
の
体
力
が
低
下

し
、
腐
朽
菌
の
定
着
と
拡
大
に
よ
っ
て
一
層

衰
退
が
進
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

《
樹
勢
回
復
の
方
針
》

①
衰
弱
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
た
め
早
急
な
保

護
対
策
を
行
う
。

②
樹
幹
の
開
口
部
を
覆
っ
て
い
た
ウ
レ
タ
ン

を
撤
去
し
て
自
然
の
樹
形
に
戻
す
。

③
不
定
根
の
成
長
を
う
な
が
す
。

④
主
幹
と
大
枝
を
せ
ん
て
い
し
た
り
、
支
柱

を
増
や
し
た
り
し
て
倒
木
を
防
止
す
る
。

⑤
土
壌
改
良
で
根
の
成
長
を
う
な
が
す
。

《
今
後
に
つ
い
て
》

樹
勢
は
衰
え
て
い
ま
す
が
、
新
た
な
根
が

次
々
に
発
生
す
る
な
ど
回
復
の
兆
し
も
見
ら

れ
ま
す
。
今
後
は
樹
木
医
に
よ
る
定
期
観
察

を
継
続
し
、
生
育
状
況
を
注
視
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
専
門
家
に
よ
る
検
討
委
員
会
を

定
期
的
に
開
催
し
て
保
存
管
理
方
法
を
検
討

す
る
な
ど
、
地
域
や
専
門
家
の
方
々
と
協
力

し
て
、
大
ケ
ヤ
キ
を
末
永
く
見
守
っ
て
い
き

ま
す
。

上野原の大ケヤキ（国指定天然記念物）

高さ28ｍ、目通り8.64ｍ、根回り10.21ｍ、樹
齢・推定800年以上
明治8年、上野原小学校造成時に主幹を数ｍ埋め立て保存され
ました。昭和19年、国天然記念物に指定され、全国有数の大ケ
ヤキとして知られています。
市商店街マスコットキャラクター「ケヤッキー」のモデルです。

腐朽菌の一種
（サルノコシカケ）▼

▲樹幹開口部
調査の様子

ケヤッキー

樹
勢
回
復
事
業

上
野
原
の
大
ケ
ヤ
キ

樹
勢
回
復
事
業

樹
勢
回
復
事
業
の
お
知
ら
せ

▲検討委員会視察の様子

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
社
会
教
育
担
当
（
蕁
62
―

3

4
0
9
）
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軟式野球

バドミントン

ソフトテニス

ミニバスケット

ゲートボール

弓　道

ゴルフ

ボウリング

テニス

総合得点

総合順位

地区名　

種目
秋
山

西
原

棡
原

上
野
原
西
部

上
野
原
中
部

上
野
原
東
部

島
田

大
鶴巌甲

東
大
目

-

1

-

2.5

-

-

1

-

-

-

-

3

3

1

-

11.5

10

1

-

-

5

-

3

1

-

1

-

2

1

1

1

-

16

7

2.5

5

1

2.5

0

2

2.5

3

-

-

1

-

1

3

4

27.5

4

4.5

-

-

1

-

-

4

-

-

-

-

1

1

4

1

16.5

6

2.5

-

-

1

1

-

1

4

3

-

3

0

1

1

2

19.5

5

1

4

1

1

4

1

5

1

5

3

5

4

5

5

1

46

1

4.5

2.5

3

1

3

-

1

5

2

1

4

1

4

1

3

36

2

1

1

2

1

5

-

2.5

2

1

2

-

2

1

2

5

27.5

3

-

2.5

-

1

-

-

-

-

4

-

0

5

2

1

-

15.5

8

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

1

-

1

1

-

4

11

1

-

-

4

2

-

1

1

-

-

1

1

1

1

-

13

9

卓球
男子

女子

ソフト
ボール

一般

壮年

バレー
ボール

男子

婦人
地
　
区
　
対
　
抗

※得点0は棄権、各種目の得点は、その種目のエントリー数により異なります。

5
月
30
日
を
中
心
期
日
と
し
て
、
市
内
各

会
場
で
、
第
6
回
上
野
原
市
体
育
祭
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
昨
年
度
優
勝
の
中
部
体
育

会
か
ら
優
勝
旗
が
返
還
さ
れ
た
後
、
中
部
体

育
会
の
選
手
が
力
強
く
選
手
宣
誓
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
功

績
の
あ
っ
た
28
名
4
団
体
が
市
体
育
協
会
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
終
了
後
は
、
各
会
場
で
競
技
が
行

わ
れ
、
全
11
体
育
会
の
代
表
選
手
や
役
員
が

参
加
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
（
剣
道
・
柔

道
は
オ
ー
プ
ン
競
技
）、
総
合
得
点
46
点
を

あ
げ
た
上
野
原
東
部
体
育
会
が
優
勝
旗
を
手

に
し
ま
し
た
。

結
果
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で

す
。

競技の風景

第第66回回上野原市体育祭り上野原市体育祭り

選手宣誓の様子

弓道 ミニバスケット 軟式野球

バドミントン

卓球
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5
月
27
日
、
も
み
じ
ホ
ー
ル
2

階
会
議
室
で
、
市
制
施
行
6
周
年

平
成
22
年
市
政
功
労
者
等
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
市
の
発
展
に
ご

尽
力
さ
れ
た
次
の
方
々
に
江
口
英

雄
市
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

〔
敬
称
略
・
順
不
同
〕

《
特
別
功
績
》

遠
藤
政
弘
、
上
條
兵
武
、

金
子
二
三
男

《
有
功
》

関
戸
将
夫
、
長
田
助
成

杉
本
公
文
、
渡
辺

和
、

小
俣
　
雄
、
山
本
勲
、

鈴
木
正
彦

《
功
労
》

山
口
好
昭
、
杉
本
征
男
、

富
田
昌
利
、
和
智
利
男
、

志
村
佳
弘
、
上
條
弘
行
、

水
野
民
子
、
和
智
孝
子
、

土
屋
勢
津
子
、
小
椋
有
治
、

加
藤
広
、
山
口
正
文
、
金
子
威
、

杉
本
明
美
、
小
俣
億
学
、

佐
藤
智
、
佐
藤
誠
、
石
井
基
晴
、

平
山
美
香
子
、
小
俣
孝
雄
、

大
場
卓
、
中
村
京
子

《
善
行
》

高
橋
　
賢
、
吉
本
温
水
、

井
上
栄
子

市
制
施
行
6
周
年

平
成
22
年
市
政
功
労
者
等
表
彰
式

将
来
を
託
す
子
ど
も
た
ち
に

温
も
り
の
施
策
を

私
は
、
市
長
就
任
以
来
、
最
重

要
公
約
と
し
て
揚
げ
た
子
育
て
支

援
・
教
育
の
充
実
を
積
極
的
に
実

現
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
若

い
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
と
と
も
に
、
子
育
て
し
や

す
い
環
境
を
整
え
少
子
化
に
歯
止

め
を
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま

し
た
。
昨
年
度
は
、

具
体
的
に
①
医
療

費
の
無
料
化
を
中

学
生
ま
で
引
き
下

げ
②
出
産
祝
い
金

の
増
額
③
保
育
料
の
軽
減
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
は
上
野
原
小
学

校
の
耐
震
補
強
事
業
を
行
い
、2

月
25
日
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
で
は

「
新
日
本
婦
人
の
会
」か
ら
、
子
宮

頸
が
ん
の
公
的
補
助
に
関
す
る
要

望
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
市
長

会
で
要
望
し
た
結
果
、
県
で
も
6

月
議
会
で
一
部
補
助
を
決
定
し
、

市
に
お
い
て
も
小
学
校
6
年
生
と

中
学
3
年
生
を
対
象
に
県
補
助
と

合
わ
せ
て
全
額
補
助
を
決
め
ま
し

た
。時

代
は
様
々
な
問
題
を
抱
え
な

が
ら
も
進
化
し
、
こ
れ
か
ら
も
そ

の
勢
い
は
止
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
状

況
で
も
、
私
は
、
市
の
子
育
て
や

教
育
環
境
を
最
重
要
課
題
と
捉

え
、
子
育
て
支
援
、
教
育
の
充
実

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
市
の
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
全
力
を

尽
く
し
ま
す
の
で
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

長 室
だ
よ
り

「市民のみなさんと市長とのふれ
愛トーク」は7月29日です

市
上
野
原
市
長

「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」

は
、市
長
が
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
地
域
の
身
近
な
課

題
や
提
言
等
を
直
接
お
伺
い
し
、お
答
え
し
て
い
き
ま

す
。市

民
の
み
な
さ
ん
の
多
く
の
ご
意
見
・
ご
提
言
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

●
日
時

7
月
29
日（
木
）午
前
9
時
〜
11
時

※
毎
月
1
回
、
2
時
間
を
目
安
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
方
法

一
人
ま
た
は
1
組（
5
人
程
度
）を
対
象
と
し

て
、対
話
時
間
は
お
お
む
ね
20
分
と
し
ま
す
。

●
場
所

市
長
室

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担
当（
蕁
62
ー

3
1
1
8
蕭
62
ー

5

3
3
3
）

E-m
ail：
kikaku@

city.uenohara.lg.jp

開催の様子

表
彰
式
の
様
子
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診療科（所）

内科

小児科

小児心臓外科

脳神経外科

外科

胸部外科

肛門科（外科併任）

皮膚科

整形外科

眼科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

西原診療所

秋山診療所

月曜日

両角・角田

進藤・鈴木

非常勤小児科医交替

長坂

高橋

高橋

柴垣

間渕

桜井

※4

※5

岡本

県男女共同参画推進リーダーに
5月19日ピュア総合で、県の男女共同参画事業推進を
目的に、市の男女共同参画推進委員の中から4名が県男
女共同参画推進リーダーに委嘱されました。その方達の
抱負を伺いましたのでご紹介します。

私は、上野原に移り住んで4年が経ちます。山梨は良
い景色やおいしい果物はありますが、人がつくる文化や
賑わいがあまりないと感じています。なぜかと考えた時、
女性の元気な声が表に出る機会が少ないことに気付きま
した。暮らしや子どもに日々向き合うなかで出るアイデ
アや工夫がもう一歩前に出ると変わるのではと日々考
え、男女共同参画推進に取り組んでいます。

石井京子

「県推進リーダー」を引き受けることになって、何を
求められているのか分からないでいましたが、今回開催
された「県リーダー研修会」に参加して理解できたよう

男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.47

に思います。講師が、「少子高齢化社会を迎えて、男性
も女性も社会も、一歩ずつでも前向きに変えていくこと
で、目標を実現できる」と話されました。このことを真
剣に受け止め、先輩リーダーの助けを頂き、自分自身を
高め、男女共同参画社会実現に向けて、少しでもお役に
立てるようになりたいと思っています。

重森武夫

県の推進リーダーという大役に、職責の重さを感じて
います。何ができるか具体的には分からないのですが、
誰もが一人の人間として認められ、生活しやすい社会が
つくられるように働きかけをしていきたいと思います。
そのために、まず自分の身近な家庭から意識をもって取
り組んでいきたいと思っています。 古屋滋子

街が男も女も心地よ
く住みたいと思う所にな
れば良いと考えて「県推
進リーダー」引き受けま
した。

矢崎君博

（上野原市男女共同参画推進委員会）
●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62－3117）

金曜日

両角・岡本

村田・反頭

小林

長坂

細川

細川

川村

※2井山・須田

初鹿

北村

交代制

診療時間

午前

午前

午後

午前

午前

午後

午前

午前/午後

午前

午前

午前/午後

午前/午後

午前

午前

午後

《上野原市立病院　7月の外来診療のご案内》 ●問い合わせ 市立病院（蕁62－5121）

火曜日

岡本・村田

石井・津久井大

赤羽

長坂

吉田

吉田

交代制

水曜日

両角・津久井大

二階堂・反頭

中根

長坂

吉田

吉田

戸島・須田

館野

宮田

長尾

古屋

木曜日

津久井由・瀧山

津久井大・村田

小泉

喜瀬（予約第1週）

※1

高橋

平良（予約）

高橋

※3大野（予約）

※
土
曜
日
は
内
科
の
診
療（
常
勤
内
科
医
が
週
交
替
で
診
療
）を
午
前
中
に
行
い
ま
す
。

※1 脳神経外科の木曜日は、非常勤脳外科医が交替で診療を行います。
※2 井山医師は第1・3・5週のみ診療を行います。
※3 大野医師は白内障手術対象の方の為、完全予約制外来です。
※4 西原診療所は第1・3週のみ診療を行います。
※5 秋山診療所の月曜日（午前）は、第1・3・5週が津久井大医師、第2・4週が村田医師が診療を行います。
※診療予定は都合によりやむを得ず変更となる場合があります。（表は6月21日現在の予定です。）

▲委嘱式の様子
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金
婚
式
・

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式

市
で
は
、
毎
年
各
地
区
敬
老
会

の
席
上
で
、
金
婚
式
・
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
婚
式
の
対
象
者
に
、
褒
状
・

記
念
品
の
贈
呈
を
行
っ
て
い
ま

す
。

《
平
成
22
年
度
対
象
者
》

●
金
婚
式

昭
和
35
年
中
に
婚
姻
届
を
提
出
　

し
て
い
る
ご
夫
婦

●
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式

昭
和
25
年
中
に
婚
姻
届
を
提
出

し
て
い
る
ご
夫
婦

※
特
例
措
置
と
し
て
、
婚
姻
届
を

提
出
し
て
い
な
く
て
も
、
次
の

場
合
は
該
当
と
し
ま
す
。

●
金
婚
式

昭
和
36
年
中
に
第
1
子
が
誕
生

し
て
い
る
場
合

●
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式

昭
和
26
年
中
に
第
1
子
が
誕
生

し
て
い
る
場
合

※
対
象
と
思
わ
れ
る
方
は
、
各
地

区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

食
の
自
立
支
援
配
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
在
宅
の
独
居
高
齢
者

や
高
齢
者
世
帯
の
（
食
の
自
立
支

援
・
安
否
確
認
等
）
を
目
的
に
配

食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

■
対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以

上
の
方
で
、
次
の
2
つ
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
方

・
住
民
税
非
課
税
世
帯

・
一
人
暮
ら
し
、
ま
た
は
高
齢
者

世
帯
で
、
身
体
が
虚
弱
な
場
合

■
利
用
日
・
利
用
回
数

週
6
回
以
内
で
月
〜
土
曜
日
の

昼
食
（
日
祝
日
、
年
末
年
始

は
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。）

■
利
用
料

1
食
3
0
0
円

■
申
請
方
法

長
寿
健
康
課
お
よ
び
、
秋
山
支

所
ま
た
は
各
出
張
所
に
印
鑑
を

持
参
の
う
え
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
│

4
1
3

3
）

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
費
用
を
助
成

近
年
、
20
〜
30
代
の
女
性
に
子

宮
頸
が
ん
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
は
、
発
が
ん
性
ヒ

ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
ィ
ル
ス
（
H
P

V
）
に
感
染
し
、
そ
の
状
態
が
長

く
続
く
こ
と
で
子
宮
の
入
口
に
で

き
る
が
ん
で
す
。

こ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
は
、
100
種
類
以

上
の
型
が
あ
り
ま
す
が
、
約
70
％

を
占
め
る
型
の
感
染
を
防
ぐ
ワ
ク

チ
ン
が
、
昨
年
国
で
認
可
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
に
と
も
な
い
、
市
で
は
、

県
の
公
費
助
成
制
度
と
あ
わ
せ
子

宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

費
用
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者

接
種
日
に
市
に
住
民

票
を
有
す
る
、
今
年
度
小
学
6

年
生
お
よ
び
中
学
3
年
生
の
年

齢
に
相
当
す
る
女
子

※
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

は
、
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
な
い

う
ち
に
受
け
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
10
代
前
半
の
う
ち
に
接
種

す
る
と
予
防
効
果
が
高
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

●
接
種
回
数

6
か
月
間
で
原
則

3
回

●
接
種
間
隔

初
回
接
種
・
初
回

接
種
か
ら
1
か
月
後
・
初
回
接

種
か
ら
6
カ
月
後
の
合
計
3
回

接
種

※
十
分
な
効
果
を
得
る
た
め
に
は

３
回
接
種
が
必
要
で
す
。

●
助
成
方
法

1
回
の
接
種
に
つ

き
、
1
万
5
千
円
を
上
限
に
3

回
分
助
成

●
助
成
対
象
期
間

8
月
1
日
以

降
の
接
種
分
か
ら
助
成
し
ま

す
。

●
ワ
ク
チ
ン
接
種
お
よ
び
助
成

①
窓
口
無
料
（
代
理
受
領
）

上
野
原
市
立
病
院
お
よ
び
県
内

の
「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
助
成
事
業
」
を
取
り
扱

っ
て
い
る
医
療
機
関
で
接
種
す
る

場
合
は
、
市
に
対
し
て
事
前
に

「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
助
成
券
交
付
申
請
書
」
を

提
出
し
「
代
理
受
領
委
任
状
」
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

「
代
理
受
領
委
任
状
」
を
接
種
医

療
機
関
に
提
示
す
れ
ば
接
種
費
用

の
窓
口
払
い
が
原
則
不
要
と
な
り

ま
す
。

※
助
成
事
業
取
り
扱
い
医
療
機
関

に
つ
い
て
は
、
保
健
担
当
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
き
ま
す
。

②
窓
口
払
い
（
償
還
払
い
）

助
成
事
業
取
扱
い
医
療
機
関
以

外
で
接
種
す
る
場
合
は
、
一
時
窓

口
払
い
と
な
り
ま
す
。
接
種
後
に

「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
助
成
金
請
求
書
」
に
医
療

機
関
の
領
収
証
お
よ
び
母
子
健
康

手
帳
等
接
種
証
明
の
添
付
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

な
お
、
請
求
書
を
提
出
す
る
際

は
、
印
鑑
と
口
座
情
報
の
わ
か
る

も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
①
お
よ
び
②
の
い
ず
れ
に
つ
い

て
も
、
接
種
金
額
が
助
成
金
額

の
上
限
額
1
万
5
千
円
を
越
え

た
場
合
、
越
え
た
部
分
の
金
額

は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は

任
意
接
種
で
す
。
ご
本
人
お
よ

び
保
護
者
で
相
談
す
る
と
と
も

に
、
主
治
医
と
も
ご
相
談
の
う

え
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

は
、
全
て
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
を
予
防
で

き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
効
果
も
一
生
涯
続
く
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
20
歳
を

過
ぎ
た
ら
定
期
的
に
子
宮
頸
が

ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課

保
健
担
当
（
蕁
62
│

4
1
3
4
）



午前
午後
午前
午後

申込み・問い合わせ
055－263－7071

0120－28－5592

042－644－3721

0554－62－5121

実施機関
クアハウス石和（笛吹市）
山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）
上野原市立病院

送迎
一部あり

一部あり

なし

なし

★女性特有のがん検診事業
国の経済危機対策の一環として、次の対象者は子
宮頸がんおよび乳がん検診の自己負担分を免除す
ることになりました。詳細については、後日対象
者に通知します。また、すでに検診を受けた方は
償還払い方式により返金しますので、領収書を大
切に保管しておいてください。
◎対象者（平成22年4月1日現在の年齢が次の方）

・子宮頸がん検診 20歳・25歳・30歳・35歳・40歳

・乳がん検診 40歳・45歳・50歳・55歳・60歳

★乳幼児健診（7/1～8/10までの予定）

◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※該当児にはお知らせを郵送します。

★子宮がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民登録のある成人女性
◎検 診 料 1,500円
◎内　　容 子宮頸部がん検診
◎医療機関 大月市：武者医院・大月市立中央病院

都留市：磯部医院・都留市立病院
※その他の医療機関を希望される方は保健担当に
お問い合わせください（山梨県内のみ）。

◎申 込 み 保健担当へ電話でお申込みください。
※市の集団検診との重複受診はできません。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気にな
る」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大変」、
「お友だちと上手に遊べない」などの悩みごとの相
談を行っています。
◎日　　時 7月26日（月）予約制となります。
◎スタッフ 心理相談員・保健師
◎対　　象 市内在住の0歳～就学前までのお子さ

んと保護者
※保健担当へ電話でお申し込みください。

★１日人間ドック

◎対 象 者 35歳以上74歳以下の国民健康保険加入者
75歳以上の後期高齢者医療制度の被
保険者

◎健 診 料 自己負担金　14,200円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

◎申 込 み 受診希望日の1か月前までに、各実施
機関に直接お申込みください。

※オプション検査・料金・実施日・送迎日・持ち

物など、詳細は各施設へお問い合わせください。

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日

午前9：00～11：00
◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※7月15日（木）は結果説明会のため中止します。

※日時等のご都合のつかない方は、保健担当へお

問い合わせください。

★集団検診の再募集のご案内
秋に実施される集団検診の再募集を行う予定で
す。受付期間、人数等、詳しい内容につきまして
は7月15日の回覧でお知らせしますのでご確認く
ださい。
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7    
問い合わせ

3～4か月児

9～10か月児

1歳6か月児

3歳児健診

2 歳 児

歯 科 健 診

幼 児

歯 科 検 診

該当児

平成22年3月7日～
4月24日生

平成21年8月16日～9月生
平成20年12月～

平成21年1月15日生
平成19年2月16日～3月生
平成20年4月～5月15日生
平成20年5月16日～6月生
平成20年12月～平成21年2月生
平成19年4月～6月生

7月14日
（水）
7月14日
（水）

実施日

8月 9日（月）

7月 8日（木）

7月20日（火）

8月 2日（月）
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午
前
9
時
か
ら

・
試
験
会
場
　
も
み
じ
ホ
ー
ル

○
試
験
申
込
み

・
試
験
申
込
受
付
期
間

7
月
20

日（
火
）〜
8
月
10
日（
火
）

・
受
付
時
間

午
前
9
時
〜
午
後

5
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

募
集
要
綱
お
よ
び
試
験
申
込
書

は
、
7
月
9
日（
金
）か
ら
市
役
所

総
務
課
で
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.uenohara.

yam
anashi.jp

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
人
事
秘

書
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
7
）

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

農
地
の
売
買
や
賃
借
、
農
地
を

農
地
以
外
に
転
用
す
る
場
合
は
、

農
地
法
に
基
づ
く
許
可
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

■
7
月
の
申
請
書
提
出
期
限

7
月
12
日（
月
）ま
で

※
早
め
に
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

な
お
、
詳
細
は
農
業
委
員
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
蕁
62
―

3
1

1
9
）

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の

お
知
ら
せ

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
就
学

前
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
親
子

で
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
、
保
護

者
の
情
報
交
換
の
場
所
と
し
て
開

放
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
初
め
て
利
用
さ
れ
る
方
は
事
前

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時

7
月
7
日（
水
）、
14
日

（
水
）、
21
日（
水
）、
28
日（
水
）、

8
月
4
日（
水
）
午
前
9
時
〜

正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

※
プ
レ
イ
ル
ー
ム
内
に
お
い
て

「
お
も
ち
ゃ
病
院（
午
前
11
時
〜

正
午
）」
を
開
設
し
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

県
立
盲
学
校
か
ら
お
知
ら
せ

《
夏
の
Ｅ
ｙ
ｅ愛

ひ
と
み
相
談
会
》

お
子
さ
ん
の
見
え
方
に
つ
い
て

不
安
を
感
じ
て
い
る
方
、
成
人
さ

れ
て
か
ら
目
に
障
害
を
持
ち
悩
ん

上
野
原
市
職
員

採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

市
で
は
、
平
成
22
年
度
職
員
採

用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
詳
細
は
募
集
要
綱
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

○
平
成
23
年
度
採
用
予
定

事
務
職（
大
学
卒
）若
干
名

消
防
職（
高
校
卒
）若
干
名

○
受
験
資
格

《
事
務
職
》

昭
和
57
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
大
学
を
卒
業
し

た
方
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方

お
よ
び
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の

資
格
を
有
す
る
方

《
消
防
職
》

昭
和
60
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
高
校
を
卒
業
し

た
方
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方

お
よ
び
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の

資
格
を
有
す
る
方

○
試
験
日
時
お
よ
び
試
験
会
場

・
第
1
次
試
験

9
月
19
日（
日
）

で
い
る
方
、
視
覚
に
課
題
が
あ
る

お
子
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る
方

な
ど
、
目
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
・
場
所

7
月
10
日

（
土
）・
11
日（
日
）、
8
月
28
日

（
土
）
県
立
盲
学
校
、

8
月
29
日（
日
）
県
立
あ
け
ぼ

の
支
援
学
校
文
化
交
流
館

●
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

●
相
談
費
用

無
料

●
申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

《
学
校
見
学
お
よ
び
入
学
相
談
》

視
力
低
下
に
と
も
な
い
現
在
の

仕
事
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
方
、

中
学
校
・
高
等
学
校
卒
業
後
、
適

当
な
進
路
が
見
つ
か
ら
な
い
方
、

そ
の
ご
家
族
や
支
援
さ
れ
て
い
る

方
に
、
学
校
見
学
お
よ
び
入
学
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
学
校
見
学
お
よ
び
入
学
相
談

・
年
間
通
し
て
電
話
お
よ
び
メ
ー

ル（ysvi@
kai.ed.jp

）に
よ
る
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

・
毎
週
月
曜
日
午
前
9
時
〜
正

午
、
木
曜
日
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
を
学
校
見
学
お
よ
び
入
学

相
談
日
と
し
て
設
定
し
て
い
ま

す
。

●
授
業
見
学
週
間

7
月
12
日

（
月
）〜
16
日（
金
）

※
高
等
部
専
攻
科
保
健
理
療
科
お

よ
び
理
療
科
の
授
業
を
公
開
し

ま
す
。

●
申
込
方
法

事
前
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
は
、
平
日
午
前
9
時

か
ら
午
後
5
時
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

県
立
盲
学
校

（
蕁
0
5
5
―

2
2
6
―

3
3
6

1
）

上野原町誌・秋山村誌販売の
お知らせ

市では、上野原町誌・秋山村誌の販売
を行っています。まだお持ちでない方は、
この機会に、ぜひ上野原・秋山の歴史が
つまった町誌・村誌を購入しませんか。
購入についての詳細は、政策推進担当
へお問い合わせください。
●金額　各1万円（町誌は3冊1セット）
●問い合わせ 企画課政策推進担当
（蕁62－3118）



上野原都市計画区域マスタープラン
住民説明会の開催について

山梨県では、上野原都市計画区域における今後の
都市づくりの方向性を示すため、上野原都市計画区
域マスタープランを策定中です。
この計画に市のみなさんのご意見を反映させてい
ただくため、次のとおり説明会および意見交換会を
開催します。
●日時 7月20日（火）午後7時30分～8時30分
●場所 もみじホール２階会議室2
●内容　
（1）上野原都市計画区域マスタープラン（素案）
について

（2）意見交換
●その他 事前の申込み等は必要ありません。
●問い合わせ　山梨県県土整備部都市計画課
（蕁055－223－1716）
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し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
総

務
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

応
急
手
当
講
習
会
の

お
知
ら
せ

市
消
防
本
部
で
は
、
応
急
手
当

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

7
月
24
日（
土
）午
前
9

時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
心

肺
蘇
生
法
、
A
E
D
使
用
法
、

異
物
除
去
法
、
止
血
法
）

●
定
員

30
名

●
受
講
資
格

市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
・
在
学（
中
学
生

以
上
）
の
方

※
普
通
救
命
講
習
修
了
者
で
、
既

に
3
年
経
過
し
て
い
る
方
も
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切

7
月
19
日（
月
）

※
再
受
講
の
方
は
申
込
み
の
際
、

以
前
に
受
講
し
た
普
通
救
命
講

習
修
了
証
の
交
付
番
号
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
費
用

無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
8
月
以
降
の
講
習
日（
予
定
）

8
月
28
日（
土
）、
9
月
25
日

（
土
）、
11
月
27
日
（
土
）、
平

成
23
年
1
月
29
日
（
土
）

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
警

防
救
急
担
当（
蕁
62
│

4
1
1
1
）

貸
金
業
法
が

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た

借
り
過
ぎ
、
貸
し
過
ぎ
を
防
ぐ

た
め
、
6
月
18
日
か
ら
貸
金
業
法

が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

《
改
正
ポ
イ
ン
ト
》

●
年
収
の
3
分
1
を
超
え
る
額
の

新
規
の
借
入
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

●
借
入
の
際
、
基
本
的
に
「
年
収

を
証
明
す
る
書
類
」
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

●
法
律
上
の
上
限
金
利
29
・
2
％

か
ら
、
借
入
金
額
に
応
じ
て

15
％
か
ら
20
％
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。

※
ヤ
ミ
金
融
か
ら
は
絶
対
に
借
り

な
い
で
く
だ
さ
い
。
借
金
の
返

済
は
一
人
で
悩
ま
ず
、
早
め
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
相
談
窓
口

関
東
財
務
局
甲
府

財
務
事
務
所
（
蕁
0
5
5
―

2

5
3
―

2
2
6
1
）
午
前
8
時

30
分
〜
正
午
・
午
後
1
時
〜
4

時
30
分
、
山
梨
県
県
民
生
活
セ

ン
タ
ー
（
蕁
0
5
5
―

2
3
5
―

8
4
5
5
）
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
、
市
消
費
生
活
相
談

窓
口
（
蕁
62
―

3
1
1
4
）
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

7
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。

《
第
60
回
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
行
動
目
標
》

①
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の

立
ち
直
り
を
支
え
よ
う

②
犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う

地
域
社
会
で
支
え
よ
う

③
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
地
域

社
会
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

協
力
し
よ
う

ま
た
、
重
点
事
項
と
し
て
「
犯

罪
や
非
行
を
し
た
者
の
就
労
支

援
」
を
掲
げ
、
市
で
も
上
野
原
地

区
推
進
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
、

こ
の
間
に
学
校
訪
問
や
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
、
駅
で
の
宣
伝
活
動
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を
展
開
し

ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
地
域
の
連
携
や

家
族
の
絆
を
深
め
、
夢
や
希
望
を

持
っ
て
お
互
い
に
支
え
合
い
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
明
る
い

地
域
を
つ
く
る
推
進
機
運
が
定
着

し
て
い
く
こ
と
を
大
き
な
狙
い
と
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帝
京
科
学
大
学

公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

帝
京
科
学
大
学
で
は
、
こ
ど
も

学
科
の
授
業
「
こ
ど
も
ト
ピ
ッ
ク

ス
」、
ア
ニ
マ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
学

科
の
授
業
「
ア
ニ
マ
ル
サ
イ
エ
ン

ス
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
を
公
開
講
座
と

し
て
開
放
し
ま
す
。
お
好
き
な
回

を
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
の

で
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
講
座
は
「
キ
ャ
ン

パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
」
の
連
携

講
座
で
す
。

●
講
演
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

《
こ
ど
も
ト
ピ
ッ
ク
ス
》

①
7
月
12
日（
月
）「
夢
を
実
現
す

る
た
め
に
」（
東
京
都
立
八
王
子

盲
学
校
教
諭
　
高
橋
し
の
ぶ
）

②
7
月
14
日（
水
）「
発
達
障
害
児

の
家
族
支
援
　
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
た
関

係
づ
く
り
」（
筑
波
大
学
大
学
院

人
間
総
合
科
学
研
究
科
講
師

澤
江
幸
則
）

※
6
月
号
広
報
で
お
知
ら
せ
し
た

7
月
5
日（
月
）開
催
の
講
演
は

7
月
14
日（
水
）開
催
に
変
更
と

な
り
ま
し
た
。

③
7
月
26
日（
月
）「
身
近
な
自
然

を
ど
う
保
育
に
生
か
し
て
い
く

か
　
実
践
現
場
の
立
場
か
ら
」

（
港
区
立
に
じ
の
は
し
幼
稚
園

園
長
　
新
山
裕
之
）

④
7
月
28
日（
水
）「
で
き
に
く
い

っ
て
ど
ん
な
気
持
ち
？
こ
こ
ろ

配
り
の
必
要
な
こ
ど
も
た
ち
へ

の
配
慮
を
考
え
て
み
よ
う
」

（
本
学
児
童
教
育
学
科
准
教
授

石
橋
裕
子
）

《
ア
ニ
マ
ル
サ
イ
エ
ン
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス
》

①
7
月
1
日（
木
）「
学
校
飼
育
動

物
に
つ
い
て
」（
本
学
ア
ニ
マ

ル
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
教
授
　
櫻

井
富
士
朗
）

②
7
月
8
日（
木
）「
動
物
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」（
本
学
ア

ニ
マ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
教
授

藤
永
徹
）

③
7
月
15
日（
木
）「
爬
虫
類
・
両

生
類
の
魅
力
」（
日
向
学
院
高

等
学
校
教
諭
　
星
野
一
三
雄
）

●
開
催
時
間

午
前
11
時
20
分
〜

午
後
0
時
50
分

※
こ
ど
も
ト
ピ
ッ
ク
ス
④
の
開
催

時
間
は
、
午
後
3
時
20
分
〜
4

時
50
分
で
す
。

●
受
講
料

無
料

●
定
員

各
回
30
名

●
場
所

帝
京
科
学
大
学
本
館
棟

●
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間

平
日
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
5
時

●
問
い
合
わ
せ

帝
京
科
学
大
学

管
理
係（
蕁
63
―

6
9
1
1
）

第
3
回「
み
ん
な
の
発
表
会
」

参
加
者
募
集

上
野
原
み
ん
な
の
発
表
会
実
行

委
員
会
で
は
、
活
力
あ
る
地
域
社

会
の
形
成
と
福
祉
活
動
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
「
上
野
原
み
ん

な
の
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日

10
月
17
日（
日
）

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
対
象
者

市
内
在
住
、
在
職
、

在
学
の
個
人
お
よ
び
団
体
の
ア

マ
チ
ュ
ア
と
し
ま
す
。

●
募
集
ジ
ャ
ン
ル

歌
、
踊
り
、

楽
器
演
奏
、
演
劇
、
朗
読
な
ど

舞
台
で
出
演
で
き
る
も
の

●
発
表
時
間

20
分
以
内（
舞
台

セ
ッ
ト
か
ら
撤
収
ま
で
）

●
参
加
費
用

一
人
1
0
0
0
円

●
申
込
方
法
　
申
込
用
紙
を
教
育

委
員
会
に
設
置
し
て
あ
る
受
付

箱
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
秋

山
支
所
、
各
出
張
所
で
も
提
出

可
能
で
す
。

※
申
込
用
紙
は
教
育
委
員
会
、
秋

山
支
所
、
各
出
張
所
、
市
立
図

書
館
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
申
込
期
限
　
7
月
30
日（
金
）

●
出
演
者
決
定

8
月
中
旬
ま
で

に
実
行
委
員
会
か
ら
代
表
者
に

通
知
し
ま
す
。

●
そ
の
他

音
響
、
照
明
等
の
機

材
は
ホ
ー
ル
備
え
付
け
の
も
の

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
後
援

市
教
育
委
員
会
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府

放
送
局

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
み
ん
な

の
発
表
会
実
行
委
員
長
　
高
橋

茂
（
蕁
蕭
62
―

4
5
4
6
）

地
域
住
民
対
象
の
パ
ソ
コ
ン

講
座
の
開
催

●
日
時
　
8
月
8
日
（
日
）
午
前

9
時
〜
正
午

●
場
所

県
立
上
野
原
高
等
学
校

パ
ソ
コ
ン
教
室

●
講
座
内
容

・
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

た
情
報
収
集
や
検
索
の
コ
ツ
」

・
「
フ
リ
ー
メ
ー
ル
を
用
い
た
メ

ー
ル
作
成
の
方
法
」（
予
定
）

●
対
象
者

パ
ソ
コ
ン
お
よ
び
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
初
心
者
の
成
人

※
基
本
的
な
操
作
か
ら
説
明
し
ま

す
。

●
定
員
　
30
名
程
度
（
先
着
順
）

●
担
当
講
師

本
校
教
員
お
よ
び

在
校
生
徒

●
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
、

必
要
事
項
（
住
所
・
氏
名
・
年

齢
）
を
記
入
し
、
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

※
当
日
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
返

信
用
は
が
き
に
て
ご
連
絡
い
た

し
ま
す
。

●
申
込
先

〒
4
0
9
―

0
1
3
3

上
野
原
市
八
ツ
沢
5
5
5

●
申
込
期
限
　
7
月
16
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ

県
立
上
野
原
高

等
学
校
　
担
当
　
土
屋
雄
介

（
蕁
62
―

4
5
1
0
）

一
日
教
育
委
員
会

開
催
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
で
は
、
県
の
教
育
委
員

と
教
育
問
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

す
る
一
日
教
育
委
員
会
（
教
育
懇

談
会
）
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

8
月
10
日
（
火
）
午
後

1
時
30
分
〜
3
時
30
分

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

●
対
象
者

県
民
約
100
名
、
県
教

育
委
員
、
教
育
長
、
県
教
育
委

員
会
事
務
局
の
課
室
長
、
教
育

事
務
所
長

●
主
催
　
山
梨
県
教
育
委
員
会

●
申
込
方
法
　
電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

※
会
場
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
　
7
月
26
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ

富
士
・
東
部
教

育
事
務
所
（
蕁
45
―

7
8
2
0

蕭
45
―

7
8
2
3
）
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は
た
け
っ
と
ま
ー
け
っ
と
を

開
催
し
ま
す

は
た
け
っ
と
ま
ー
け
っ
と
2
0

1
0
実
行
委
員
会
で
は
、は
た
け

っ
と
ま
ー
け
っ
と
を
開
催
し
ま

す
。こ

れ
は
、
大
勢
の
方
が
協
同
し

て
行
う
、
里
山
を
舞
台
に
し
た
夏

の
お
祭
り
で
す
。

●
日
時

7
月
17
日（
土
）、
7
月

18
日（
日
）午
前
11
時
〜
午
後
4

時
※
17
日
は
午
後
6
時
か
ら
夜
祭
り
　

を
開
催

●
場
所

羽
置
の
里
び
り
ゅ
う
館

お
よ
び
周
辺

●
内
容

小
学
校
ま
る
ご
と
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
古
民
家
お
ま
ま
ご
と

（
カ
フ
ェ
、手
づ
く
り
市
）、お
山

に
泊
ま
ろ
う
ま
る
ご
と
体
験

（
バ
ン
ガ
ロ
ー
）、お
百
姓
の
ご

と
く
収
穫
体
験（
じ
ゃ
が
い
も

掘
り
）、お
お
ご
と
な
夜
祭
り

（
屋
台
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
、夜
空
ム
ー
ビ
ー
）、Ｇ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
お
山（
里
山
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
×
ハ
ン
モ
ッ
ク
）、森
の
音

楽
隊（
野
外
ラ
イ
ブ
）な
ど
予
定

●
主
催

は
た
け
っ
と
ま
ー
け
っ

と
2
0
1
0
実
行
委
員
会

●
後
援

上
野
原
市

●
問
い
合
わ
せ

び
り
ゅ
う
館

（
蕁
68
―

2
1
0
0
）

市
社
会
教
育
委
員
の

ご
紹
介

社
会
教
育
委
員
は
、
教
育
委
員

会
の
行
う
社
会
教
育
行
政
に
関
す

る
諮
問
機
関
と
し
て
設
け
ら
れ
た

組
織
で
、
学
校
教
育
お
よ
び
生
涯

教
育
の
関
係
者
な
ら
び
に
、
学
識

経
験
者
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

任
期
は
2
年
で
、
次
の
方
々
に

委
嘱
し
て
い
ま
す
。（

敬
称
省
略
）

・
大
目
地
区

中
村
勝
、米
山
英
廣

・
甲
東
地
区
　

小
俣
幸
男
、白
倉
政
男

・
巌
地
区
（
沢
松
地
区
）

小
山
正
幸
、井
上
喜

・
巌
地
区
（
四
方
津
地
区
）

岡
本
房
雄
、岡
部
剛
士

・
大
鶴
地
区

臼
井
喜
勝
、田
村
哲
夫

・
島
田
地
区

齋
藤
正
美
、向
山
和
徳

・
上
野
原
地
区

井
腰
み
ゆ
き
、
山
下
久
子

・
棡
原
地
区

石
井
昭
夫
、森
田
和
彦

・
西
原
地
区

細
川
庸
夫
、原
嶋
千
勝

・
秋
山
地
区

佐
藤
孝
延
、加
藤
重
義

●
問
い
合
わ
せ
　
教
育
学
習
課
社

会
教
育
担
当（
蕁
62
―

3
4
0
9
）

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

山
梨
県
で
は
、
県
民
の
み
な
さ

ん
に
統
計
グ
ラ
フ
の
作
成
を
と
お

し
て
、
統
計
を
活
用
し
、
親
し
ん

で
も
ら
う
た
め
、
第
58
回
山
梨
県

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施

し
ま
す
。
あ
な
た
の
普
段
気
に
な

っ
て
い
る
こ
と
、
疑
問
に
思
っ
た

こ
と
な
ど
を
調
べ
、
作
品
を
つ
く

っ
て
応
募
し
ま
せ
ん
か
。

●
応
募
資
格

県
内
在
住
の
小
学

生
以
上
の
方（
次
の
6
部
門
に

分
か
れ
ま
す
）

・
第
1
部

小
学
校
1
・
2
年
生

・
第
2
部

小
学
校
3
・
4
年
生

・
第
3
部

小
学
校
5
・
6
年
生

・
第
4
部

中
学
生

・
第
5
部

高
校
生
以
上
の
生

徒
・
学
生
、
一
般

・
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部

小
学
生
以
上

●
課
題

自
由（
た
だ
し
、
小
学

校
4
年
生
以
下
の
児
童
に
つ
い

て
は
、
自
ら
観
察
ま
た
は
調
査

し
た
結
果
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も

の
と
し
ま
す
）

●
規
格

Ｂ
2
判（
72
・
8
㎝
×

51
・
5
㎝
、
紙
質
、
色
彩
は
自

由
で
す
が
、
パ
ネ
ル
仕
上
げ
、

表
面
の
セ
ロ
ハ
ン
カ
バ
ー
等
の

調
製
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
）

●
応
募
方
法

郵
送
ま
た
は
持
参

●
募
集
期
間

9
月
7
日（
火
）

●
そ
の
他

優
秀
な
作
品
は
「
統

計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
出
品
し
ま
す
。

※
応
募
用
紙
は
統
計
調
査
課
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ

山
梨
県

企
画
県
民
部
統
計
調
査
課（
甲

府
市
丸
の
内
1
―

6
―

1
蕁
0
5

5
―

2
2
3
―

1
3
4
2
）

い
き
い
き
山
梨
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
2
0
1
0
開
催

今
年
も
次
の
日
程
で
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加

希
望
者
は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日

9
月
25
日（
土
）

●
場
所

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

●
競
技
種
目

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

ク
イ
ズ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
輪
投

げ
等

●
申
込
締
切

8
月
6
日（
金
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

長
寿
健

康
課
高
齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
―

4
1
3
3
）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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国
民
健
康
保
険
税
が

軽
減
さ
れ
ま
す

市
で
は
、
平
成
22
年
4
月
か
ら

次
の
対
象
者
の
国
民
健
康
保
険
税

を
軽
減
し
ま
す
。

●
対
象
者

・
平
成
21
年
3
月
31
日
以
降
に
離

職
し
た
方

・
離
職
時
点
で
65
歳
未
満
の
方

・
雇
用
保
険
受
給
者
資
格
証
を
お

持
ち
の
方

※
離
職
者
コ
ー
ド
に
よ
っ
て
は
対

象
に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

●
軽
減
期
間
　
離
職
の
翌
日
か
ら

翌
年
度
末
ま
で

※
会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る

な
ど
国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す

る
と
終
了
し
ま
す
。

●
軽
減
額
　
国
民
健
康
保
険
税

は
、
前
年
の
所
得
な
ど
に
よ
り

算
定
さ
れ
ま
す
。
軽
減
は
前
年

の
給
与
所
得
を
そ
の
100
分
の
30

と
し
て
算
定
し
ま
す
。

※
軽
減
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
申
請
の
際
に

「
雇
用
保
険
受
給
者
資
格
証
」

と
「
印
鑑
」
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
課
税
担

当（
蕁
62
―

3
1
1
3
）

訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級

課
程
受
講
者
募
集

社
会
福
祉
法
人
に
ん
じ
ん
の
会

で
は
、
山
梨
県
指
定
の
訪
問
介
護

員
養
成
研
修
2
級
課
程
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
。

●
期
間
・
場
所

①
講
義
・
演
習
　
9
月
10
日
〜
10

月
20
日
の
月
・
水
・
金
曜
日
の

全
日
コ
ー
ス

・
市
役
所
会
議
室
お
よ
び
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
、
や
わ
ら
ぎ
・
に

ん
じ
ん
協
議
会
・
研
修
セ
ン

タ
ー
（
立
川
市
）

②
実
習
等
　
10
月
21
日
〜
11
月
10

日
の
内
の
6
日
間

・
上
野
原
市
、
立
川
市
、
国
分
寺

市
、
日
野
市
等

●
定
員
　
30
名

●
費
用

受
講
料
5
万
円
、
テ
キ

ス
ト
代
6
8
0
0
円

●
申
込
み
方
法

に
ん
じ
ん
の
会

各
事
業
所
に
用
意
し
て
あ
る
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
上
野
原
事
業
所
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
み
多
数

の
場
合
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
受
講
の
可
否
は
通
知
い

た
し
ま
す
。

●
申
込
期
限

9
月
3
日
（
金
）

正
午
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
法
人

に
ん
じ
ん
の
会
上
野
原
事
業

所
　
〒
4
0
9
―

0
1
1
2

上
野
原
市
上
野
原
2
4
2
4
―

1
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン

1
階
（
蕁
62
―

6
2
2
2
）

平
成
22
年
度

自
衛
官
等
募
集
案
内

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
で

は
、
平
成
22
年
度
自
衛
官
等
の
募

集
を
行
い
ま
す
。

■
陸
・
海
・
空
士
（
任
期
制
）

在
任
中
に
各
種
資
格
免
許
の
取

得
も
可
能
で
す
。

●
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

者
●
受
付
期
間

8
月
1
日（
日
）

〜
9
月
10
日（
金
）

●
試
験
期
日

・
男
子

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

・
女
子

9
月
26
日（
日
）〜
29
日

（
水
）

■
陸
・
海
・
空
一
般
曹
候
補
生

3
曹
昇
任
後
4
年
で
幹
部
へ
の

受
験
が
可
能
で
す
。

●
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

者
●
受
付
期
間

8
月
1
日（
日
）

〜
9
月
10
日（
金
）

●
1
次
試
験

9
月
18
日（
土
）

■
海
・
空
航
空
学
生

戦
闘
機
・
哨
戒
機
・
輸
送
機
・

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
を

養
成
し
ま
す
。

●
資
格

高
卒（
見
込
み
含
む
）

21
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間

8
月
1
日（
日
）

〜
9
月
10
日（
金
）

●
1
次
試
験

9
月
23
日（
祝
）

■
看
護
学
生（
男
・
女
）

3
年
間
の
教
育
で
正
看
護
師
を

養
成
し
ま
す
。

●
資
格

高
卒（
見
込
み
含
む
）

24
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間

9
月
6
日（
月
）

〜
10
月
1
日（
金
）

●
1
次
試
験

11
月
20
日（
土
）

■
防
衛
大
学
校

卒
業
時
に
「
学
士
」
が
授
与
さ

れ
ま
す
。
卒
業
後
は
、
約
1
年
間

教
育
を
受
け
、
3
等
陸
・
海
・
空

尉
任
官
さ
れ
ま
す
。

《
推
薦
》

●
資
格

高
卒（
見
込
み
含
む
）

21
歳
未
満
の
者
、
高
等
学
校
長

の
推
薦
等
が
必
要

●
受
付
期
間

9
月
6
日（
月
）

〜
9
日（
木
）

●
試
験
期
日

9
月
25
日（
土
）・

26
日（
日
）

《
一
般
》

●
資
格

高
卒（
見
込
み
含
む
）

21
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間

9
月
6
日（
月
）

〜
10
月
1
日（
金
）

●
1
次
試
験

11
月
6
日（
土
）・

7
日（
日
）

■
防
衛
医
科
大
学
校

優
秀
な
総
合
臨
床
医
を
養
成
し

ま
す
。
医
師
国
家
試
験
に
合
格
後

は
、
2
等
陸
・
海
・
空
尉
に
任
官

さ
れ
ま
す
。

●
資
格

高
卒（
見
込
み
含
む
）

21
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間

9
月
6
日（
月
）

〜
10
月
1
日（
金
）

●
1
次
試
験

10
月
30
日（
土
）・

31
日（
日
）

■
高
等
工
科
学
校

入
学
か
ら
約
4
年
後
に
3
等
陸

曹
に
昇
任
し
、
定
年
ま
で
勤
務
可

能
で
す
。

3
学
年
修
了
時
に
高
校
卒
業
資

格
が
得
ら
れ
、
防
衛
大
学
へ
の
受

験
も
可
能
で
す
。

●
資
格

中
卒（
見
込
み
含
む
）

17
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間

11
月
1
日（
月
）

〜
平
成
23
年
1
月
7
日（
金
）

●
1
次
試
験

平
成
23
年
1
月
22

日
（
土
）

●
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
山
梨
地

方
協
力
本
部
大
月
地
域
事
務
所

（
蕁
22
―

1
2
9
8
）
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県
立
上
野
原
高
等
学
校
総
合

学
科
改
編
の
お
知
ら
せ

県
立
上
野
原
高
校
で
は
、
平
成

23
年
度
入
学
生
か
ら
進
学
型
総
合

学
科
高
校
に
改
編
し
ま
す
。

《
進
学
型
総
合
学
科
高
校
》

進
学
型
総
合
学
科
高
校
と
は
、

こ
れ
ま
で
の
「
普
通
科
」「
英
語

科
」「
理
数
科
」
の
伝
統
を
引
継

ぎ
な
が
ら
、
よ
り
新
し
く
、
よ
り

時
代
の
要
請
に
マ
ッ
チ
し
た
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
夢
の
実
現
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
学
校
で
す
。

《
特
色
》

科
目
群
と
い
う
考
え
方
を
採
用

し
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
描
く
多

様
な
夢
の
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

点
に
あ
り
ま
す
。「
人
文
・
語
学
」

電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
受

付
け
て
い
ま
す
。

※
相
談
会
開
催
中
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

sodan@
rogako.kai.ed.jp

※
完
全
個
別
予
約
制
で
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

※
こ
の
相
談
会
は
ろ
う
学
校
入
学

と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

●
日
時

7
月
14
日（
水
）〜
17
日

（
土
）午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●
場
所

県
立
ろ
う
学
校（
山
梨

市
大
野
1
0
0
9
）

●
対
象
児

0
歳
児
か
ら

●
相
談
内
容

①
お
子
さ
ん
の「
き
こ
え
」と「
こ

と
ば
」に
関
す
る
悩
み
相
談

②「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」に
不
安

の
あ
る
お
子
さ
ん
へ
の
か
か
わ

り
方
の
ア
ド
バ
イ
ス（
育
児
相

談
）

③
聴
力
測
定

④
補
聴
器
相
談

●
費
用

無
料

●
申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
事
前
予
約

●
申
込
締
切

7
月
9
日（
金
）

午
後
5
時
ま
で

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
立

ろ
う
学
校「
き
こ
え
と
こ
と
ば

の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」手
塚

（
蕁
0
5
5
3
―

22
―

1
3
7
8

蕭
0
5
5
3
―

22
―

6
4
1
9
）

「
社
会
・
国
際
」「
理
工
」「
福

祉
・
健
康
」「
芸
術
・
服
飾
」
の

5
科
目
の
科
目
群
を
設
定
し
、
生

徒
個
々
の
進
路
希
望
に
応
じ
て
幅

広
い
選
択
科
目
の
履
修
を
可
能
に

し
て
い
ま
す
。

《
ド
リ
カ
ム
＝
シ
ス
テ
ム
》

ド
リ
カ
ム
＝
シ
ス
テ
ム
と
は
、

1
年
次
か
ら
3
年
次
に
至
る
ま
で

の
、
夢
を
実
現
す
る
教
育
内
容
を

組
織
化
し
た
、
進
学
型
総
合
科
シ

ス
テ
ム
の
総
称
で
す
。
入
学
し
た

生
徒
達
を
ド
リ
ー
ム
＝
ト
ラ
ベ
ラ

ー
と
位
置
付
け
、
様
々
な
体
験
を

と
お
し
、
自
分
の
夢
を
見
つ
け
、

育
み
、
実
現
す
る
こ
と
を
支
援
す

る
シ
ス
テ
ム
で
、
同
時
に
優
れ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い

ま
す
。

ま
た
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
県

の
最
重
要
施
策
「
体
系
的
な
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
推
進
」
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

《
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
開
催
》

●
開
催
日

8
月
21
日
（
土
）

●
内
容
　
学
校
説
明
・
体
験
授

業
・
体
験
入
部
等
の
イ
ベ
ン
ト

開
催

●
申
込
方
法
　
各
中
学
校
を
通
し

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
県
立
上
野
原
高

等
学
校
教
務
係
蕁
62
―

4
5
1

0
）

「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」

の
相
談
会
の
お
知
ら
せ

県
立
ろ
う
学
校
で
は
、
夏
休
み

子
ど
も
の
「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」

の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

お
子
さ
ん
の「
き
こ
え
」と「
こ

と
ば
」に
つ
い
て
不
安
の
あ
る
方

は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

広
　
　
告

法務大臣感謝状

小俣芳子さん

島
田
地
区
在
住
の
小
俣
芳
子
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
、

上
野
原
地
区
更
生
保
護
女
性
会
の
活
動
を
と
お
し
て
、
次

世
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、

関
係
団
体
と
連
携
し
て
過
ち
に
陥
っ
た
人
た
ち
の
支
え
と

な
り
、
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
貢
献
し
ま
し
た
。

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
5
月
27
日
に
法
務
大
臣
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

広告募集中
募集する広告は、公序良俗に反しないものなど、一定の制限を設けています。
広告の募集は、上野原市有料広告掲載要綱に基づいて実施します。
●掲載料 月額10,000円
●掲載期間 3か月　
●応募・問い合わせ

企画課政策推進担当（蕁62－3118） 広告募集中



甲
東
地
区

和
智
絢
世
あ
や
せ（

努
）

大
鶴
地
区

石
井
真
夢
叶

ま

ゆ

か（
貴
博
）

上
野
原
地
区

長
田
大
雅
た
い
が（

秀
忠
）、
吉
村
帆
菜
は
ん
な

（
博
道
）、
水
越
優
翔
ゆ
う
と（

正
彦
）、

志
村
陸
斗
り
く
と（

佳
樹
）、
井
上
大
河
た
い
が

（
義
洋
）

棡
原
地
区

大
窪
大
地
だ
い
ち（

昭
典
）、
山
口
耀
生
よ
う
せ
い

（
貴
洋
）

巌
地
区

川
田
裕
樹
＝
舟
渡
藍

島
田
地
区

足
立
利
文
＝
落
合
美
保

上
野
原
地
区

安
藤
聡
＝
長
尾
み
の
り

小
島
貴
仁
＝
中
村
玲

田
中
剛
＝
田
中
美
代
子

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

http
://w
w
w
.p
ref.yam

anashi.jp
/ft-hokenf/ind

ex.htm
l

難
病
（
特
定
疾
患
）に

11
疾
患
を
追
加

難
病
医
療
費
の
助
成
に
昨
年
度

か
ら
11
疾
患
が
追
加
さ
れ
、
56
疾

病
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

《
追
加
疾
患
》

・
家
族
性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血

症
（
ホ
モ
接
合
型
）

・
脊
髄
性
筋
萎
縮
症

・
球
脊
髄
性
筋
萎
縮
症

・
慢
性
炎
症
性
脱
随
性
多
発
神
経

炎
・
肥
大
型
心
筋
症

・
拘
束
型
心
筋
症

・
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
病

・
リ
ン
パ
脈
管
筋
腫
症
（
Ｌ
Ａ
Ｍ
）

・
重
症
多
形
滲
出
性
紅
斑(

急
性

期
）

・
黄
色
靱
帯
骨
化
症

・
間
脳
下
垂
体
機
能
障
害（
プ
ロ

ラ
ク
チ
ン
分
泌
異
常
症
、
ゴ
ナ

ド
ト
ロ
ピ
ン
分
泌
異
常
症
、Ａ

Ｄ
Ｈ
分
泌
異
常
症
、
下
垂
体
性

Ｔ
Ｈ
Ｓ
分
泌
異
常
症
、
ク
ッ
シ

ン
グ
病
、
先
端
巨
大
症
、
下
垂

体
機
能
低
下
症
）

●
問
い
合
わ
せ

健
康
支
援
課

（
蕁
0
5
5
5
―

24
―

9
0
3
4
）

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
5
月
中
届
出
分
＝
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掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。
問い合わせ 企画課政策推進担当（電話62-3118）

肝
炎
治
療
医
療
費

助
成
制
度
の
改
正

4
月
か
ら
肝
炎
治
療
医
療
費
助

成
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

●
改
正
点

・
自
己
負
担
限
度
額
の
引
き
下
げ

（
従
来
の
月
額
1
万
円
・
3
万

円
・
5
万
円
が
月
額
1
万
円
・

2
万
円
へ
）

・
Ｂ
型
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
の
核
酸
ア

ナ
ロ
グ
製
剤
治
療
を
助
成
対
象

に
追
加
（
更
新
可
）

・
制
度
利
用
回
数
の
制
限
緩
和

（
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
に

係
る
2
回
目
の
制
度
利
用
を
認

め
る
）

●
助
成
の
内
容

診
療
費
、
入
院
費
な
ど
個
人
負

担
の
上
限
を
収
入
に
応
じ
て
月
額

1
万
円
ま
た
は
2
万
円
と
し
、
残

り
の
費
用
を
国
・
県
が
負
担
す
る
。

●
助
成
期
間

原
則
1
年

※
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
助
成
の

認
定
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か

主
治
医
に
よ
く
相
談
の
う
え
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

地
域
保
健
課

（
蕁
0
5
5
5
―

24
―

9
0
3
5
）

伝
　
　
言
　
　
板

上野原地区 横瀬 真央
ま お

ちゃん（3歳2か月）
真一さん祐子さんの長女

“元気で明るく、やさしい子になってネ！！”

上野原地区 大庭 羚桜
れ お

くん（0歳4か月）
勝さんあゆみさんの長男

“西武ライオンズの中村選手のようにでかくなってネ”

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）



大
目
地
区

久
島
芳
郎（
正
光
）

小
俣
一
夫（
延
子
）

梶
川
輝
雄（
裕
之
）

巌
地
区

鈴
木
謙
二
（
里
美
）、荒
井
兵
次
郎

（
秋
元
寿
美
子
）、坂
下
達
男（
光
司
）、

清
水
城
治
（
正
司
）

大
鶴
地
区

細
川
征
四
郎（
幸
江
）

島
田
地
区

佐
藤
久
雄（
節
子
）

上
野
原
地
区

長
田
節
（
ヒ
ロ
子
）、
守
屋
竹
子

（
晴
雄
）、
深
田
林
太
郎（
喜
久
）、

中
島
勲（
富
二
子
）、
小
鷹
洋
一

（
健
嘉
）、
遠
藤
諦
三（
攝
）

西
原
地
区

細
川
武
雄
（

夫
）、
冨
岡
剛
勇

（
玲
治
）

秋
山
地
区

原
田
志
げ
子（
昇
）、佐
藤
舍
子
（
祐
）、

安
留
ゆ
き
子（
三
郎
）

『
う
ら
し
ま
た
ろ
う
』
ほ

か◎
日
時
　
7
月
17
日
（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会

『
押
し
花
教
室
』

◎
日
時
　
7
月
24
日
（
土
）

午
後
2
時
〜

今
月
は
お
休
み
で
す
。

『
銭
形
平
次
捕
物
控
　
平

次
八
百
ハ
町
』

◎
日
時
　
7
月
25
日(

日)
午
後
2
時
〜
3
時
5
分

○
『
も
ぐ
ら
バ
ス
』

佐
藤
雅
彦
／
原
案
　
う
ち
の
ま

す
み
／
文
・
絵
　
偕
成
社

○
『
テ
ス
の
木
』

ピ
ー
タ
ー
・
Ｈ
・
レ
イ
ノ
ル

ズ
／
絵
　
ジ
ェ
ス
・
Ｍ
／
ブ
ロ

ウ
ヤ
ー
／
文
　
主
婦
の
友
社

○
『
エ
ラ
の
ふ
し
ぎ
な
ぼ
う
し
』

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ダ
ミ
コ
／
絵

カ
ル
メ
ラ
・
ダ
ミ
コ
／
文
　
小

学
館

○
『
エ
ラ
の
は
じ
め
て
の

お
つ
か
い
』

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ダ
ミ
コ
／
絵

カ
ル
メ
ラ
・
ダ
ミ
コ
／
文
　
小

学
館

◎
日
時
　
7
月
4
日(

日)

午
後
1
時
開
演

◎
場
所
　
も
み
じ
ホ
ー
ル

◎
内
容
「
蜘
蛛
の
糸
」
芥
川
龍
之
　

介
／
作
ほ
か

『
ベ
ッ
ド
の
ま
わ
り
は
お
ば
け
が

い
っ
ぱ
い
』

◎
日
時
　
7
月
10
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

午
後
2
時
〜
2
時
30
分
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上
野
原
市
立
図
書
館

63

5
2

蕁

4

ー

1

77
日 月 火 水 木 金 土 
図書館カレンダー 

◯は休館日

4 5 6 7 8 9 

25 

10 
11 12 13 14 15 16 17 

20 18 19 21 22 23 24 
29 

3 

26 27 28 

1 2 

30 31

一

般

書

◇
『
こ
ぼ
れ
お
ち
る
刻
の
汀
』

西
澤
保
彦
／
著
　
講
談
社

不
条
理
な
出
来
事
に
遭
遇
す

る
女
性
宇
宙
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

員
、
世
界
の
揺
ら
ぎ
に
翻
弄
さ

れ
る
女
性
科
学
者
、「
時
間
の

環
」
に
嵌
っ
て
い
く
老
女
・
・
・
。

◇
『
や
す
ら
い
花
』

古
井
由
吉
／
著
　
新
潮
社

田
植
え
歌
で
も
男
女
の
契
り

の
歌
で
も
あ
る
夜
須
禮
歌
。
艶

や
か
な
想
い
を
運
ぶ
節
回
し
に

甦
る
、
そ
の
刻
々
の
沈
黙
と
喧

騒
。

◇
『
真
昼
な
の
に
昏
い
部
屋
』

江
國
香
織
／
著
　
講
談
社

社
長
の
夫
と
軍
艦
の
よ
う
な

広
い
家
に
暮
ら
す
美
弥
子
は
、

家
事
も
し
っ
か
り
こ
な
す
主

婦
。

◇
『
小
説
一
途
』

瀬
戸
内
寂
聴
・
田
辺
聖
子
／
著

角
川
学
芸
出
版

少
女
時
代
に
出
会
っ
た
「
源

氏
物
語
」
に
魅
了
さ
れ
、
書
く

こ
と
を
運
命
づ
け
ら
れ
た
田
辺

聖
子
と
瀬
戸
内
寂
聴
。

◇
『
ミ
ラ
ク
ル
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
』

ル
パ
ー
ト
・
ア
イ
ザ
ッ
ク
ソ

ン
／
著
　
入
江
真
佐
子
／
訳

早
川
書
房

モ
ン
ゴ
ル
で
の
大
冒
険
が
、

自
閉
症
の
息
子
に
も
た
ら
し
た

奇
跡
と
は
？
現
地
の
人
々
や
自

然
と
ふ
れ
あ
い
変
わ
っ
て
い
く

息
子
の
姿
を
、
父
親
が
温
か
い

ま
な
ざ
し
で
綴
る
。

児

童

書

◆
『
青
い
目
の
王
子
』

三
田
誠
広
／
作
　
佐
竹
美
保

／
絵
　
講
談
社

◆
『
決
戦
の
と
き
』

（
ク
ロ
ニ
ク
ル
千
古
の
闇
６
）

ミ
シ
ェ
ル
・
ペ
イ
ヴ
ァ
ー
／
作

さ
く
ま
ゆ
み
こ
／
訳
　
評
論
社

◆
『
新
13
歳
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
』

村
上
龍
・
は
ま
の
ゆ
か
／
著

幻
冬
舎

◆
『
13
歳
の
進
路
』

村
上
龍
・
は
ま
の
ゆ
か
／
著

幻
冬
舎

◆
『
希
望(

ホ
ー
プ)

の
い
る
町
』

ジ
ョ
ー
ン
・
バ
ウ
ア
ー
／
著

中
田
香
／
訳
　
作
品
社

絵

本

○
『
く
い
し
ん
ぼ
う
』

高
畠
純
／
絵
　
今
江
祥
智
／
文

文
研
出
版

☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム

　
　
　
　
　
朗
読
館
☆

☆
子
ど
も
映
画
会
☆

☆
親
子
文
芸
講
座
☆

☆
お
は
な
し
会
☆

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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広
報

電
話
：
0554-62-3111（

代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
h
ttp
://w
w
w
.city.u

en
o
h
ara.yam

an
ash
i.jp

E
-m
ail：
kikaku

@
city.u

en
o
h
ara.lg

.jp

6月4日、秋山小学校で、人権の花運動が行われま
した。これは、花を育てることで、命の大切さを知
り・優しい心・思いやりが育まれるようにと行われる
運動です。この日は、児童一人ひとりが人権について
願いを込め、花の種を付けた風船を飛ばしました。

豊作を願って、田植え体験

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

6月14日、甲東小学校では、甲東地区芦垣で田植えを行いました。
この日は、霧雨が降るあいにくの空模様でしたが、地域のみなさんや

田植えに興味のある帝京科学大学の学生さんの指導を受け、慣れない手つ
きながらも、真剣に苗を植えました。今後は、地域のみなさんのサポート
を受けながら苗の成長を見守り、秋には、子どもたち自身で稲を刈り収穫
する予定です。子どもたちは、たくさんの稲穂が実り、自分たちで作った
お米をお腹いっぱい食べることに期待を膨らませていました。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当 電話62-3118

人口●26,894人 （－32）
男 ●13,437人 （－22）
女 ●13,457人 （－10）
世帯●9,995世帯 （＋11）
平成22年6月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●人権の花運動
5月22日、市社会福祉協議会では、上野原小学校

グラウンドで、「支えあって　共に生きる！」をテー
マに第6回太陽のつどいを開催しました。
当日は、障害の有無や世代をこえて、多くの参加者

がつどい、フォークダンスなどを楽しみました。

●太陽のつどい

6月6日、帝京科学大学「乗る・馬・体験」実行委
員会では、大学構内で障害のある方を対象に、楽しみ
の場を提供することを目的とした乗馬会を行いまし
た。参加者は、乗馬や大学生との交流など、様々な体
験をとおして、充実した一日を過ごしました。

●障害者乗馬会
6月3日、棡原保育所では、陶芸家の中村三郎先生

を招いて親子陶芸教室を行いました。
子どもたちは、興味津々な眼差しで先生の陶芸を見

ていました。その後は、お母さんと一緒に、それぞれ
が自由な発想でお皿などを作りました。

●棡原保育所親子陶芸教室
編
集
・
発
行
：
上
野
原
市
役
所

山
梨
県
上
野
原
市
上
野
原
3832番
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